




趣

書

ti 

手
頃
な
床
本
が
ほ
し
い
。
文
楽
鑑
賞
の
前
民
泊
旅
備
知
識
と
し
て
自
を
還

し
て
置
く
よ
う
な
、
又
ラ
ヂ
庁
の
文
楽
の
時
聞
に
、
手
許
に
聞
い
て
見
な

が
ら
開
け
る
よ
う
な
溺
嘗
な
テ
キ
ス
ト
が
欲
し
い
と
云
う
方
φ
が
随
分
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
僚
な
時
に
、
じ
っ
く

b
と
浮
る

b

を
被
え
で
見
た
い
と
云
う
人
も
あ
る
事
で
し
ょ
う
。
と
ん
な
方
ム
干
の
要
求

を
充
す
矯
に
、
と
の
度
、
私
共
文
楽
愛
好
舎

mv同
人
が
相
談
し
て
文
楽
‘

座
の
方
々
の
後
援
の
も
と
に
、
文
楽
叢
書
を
出
版
す
る
と
と
’
に
な

b
ま
し

だ
。
折
角
出
坂
す
る
の
で
す
か
ら
、
作
者
や
上
演
年
代
に
つ
い
て
の
一
通

b
の
解
設
や
ら
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
は
勿
論
、
語
b
方
、
時
に
は
三
味

線
に
も
燭
れ
、
そ
の
上
正
し
い
鰭
賞
の
仕
方
、
記
録
的
な
舞
台
湾
真
、
舞

台
装J
置
図
、
人
形
の
首
や
髪
の
解
読
人
形
の
動
き
（
塑
）
設
で
書
き
入
れ

て
、
文
楽
の
本
質
は
近
松
門
左
ヱ
門
の
云
っ
た
「
大
形
に
か
、
る
」
も
の

で
あ
る
と
云
う
事
を
忘
れ
や
、
文
筆
と
し
て
だ
け
で
な
く
演
劇
と
し
て
味

っ
て
頂
く
場
合
の
参
考
に
な
る
も
の
を
書
い
て
見
る
と
と
に
じ
ま
し
だ
。

之
の
第
一
巻
は
勿
勿
の
間
は
作
b
ま
し
た
の
で
、
欠
点
も
多
い
と
思
い

ま
す
の
ポ
皆
様
の
遠
慮
の
な
い
御
批
判
や
御
註
文
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

そ
し
て
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
力
比
よ
っ
て
よ
い
も
の
に
し
皆
さ
ん
の
本
と

し
て
可
愛
が
っ
て
頂
き
た
い

E
存
じ
ま
す
。
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壷

坂

寺

就

て

大

隅

太

夫

の

話

此
畳
一
双
寺
の
海
る
り
は
い
一
一

r治
十
一
年
間
九
訳
文
士
の
方
空
軍
坂
寺
の
由
来
記
に
依

っ
て
御
書
き
に
な
っ
た
も
の
で
、
極
ぎ
つ
と
し
た
も
の
で
し
た
が
．
そ
れ
を
其
頃
大

阪
堂
島
大
江
橋
北
詰
西
入
に
あ
っ
た
人
形
芝
居
の
小
屋
に
出
て
居
ま
し
た
、
先
代
の

時
太
夫
、
（
釘
太
夫
、
総
太
夫
な
ど
二
一
廉
の
太
夫
遣
が
民
法
哩
さ
ん
の
慮
へ

走
っ
て
、
手
附

a相
談
を
致
し
ま
し
た
の
で
す
。
慮
が
圏
平
さ
ん
の
女
房
の
加
古
千

そ
の
浮
る
り
に
更
に
文
句
を
附
加
へ
て
そ
れ

を
叉
圏
平
さ
ん
が
節
附
を
致
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
早
く
い
へ
ば
最
初
粗
普
請
の
出

来
て
居
る
家
へ
、
跡
か
ら
雑
作
を
入
れ
た
や
う
な
も
の
な
の
で
す
。
さ
て
節
附
が
出

来
た
鹿
か
ら
、
そ
の
小
屋
で
興
行
す
る
こ
と
に
な

b
、
こ
の
時
始
め
育
て
こ
の
滞
る
h
J

（十〉

J

（十一）

を
語
っ
た
の
が
島
太
夫
で
、
三
味
線
は
新
三
郎
で
し
た
。
私
は
奨
頃
文
集
座
に
居
－
P

賀
女
が
作
意
の
あ
る
女
で
し
た
か
ら
、

こ
こ
一
一
代
竹
本
大
隅
太
夫
、
五
代

田
竹
本
審
太
夫
門
、
明
治
五
年
出

座
ご
代
目
讐
犀
圏
平
の
指
導
の
下

竹
本
越
路
太
夫
（
後
の
覇
樟
大
法

u
と
共
に
明
治
期
の
一
一
大
名
人
、

明
治
十
七
年
＝
一
代
目
を
つ
ぎ
、
大

正
二
年
六
十
才
で
台
南
で
死
す

2
3
義
太
夫
調
書
で
は
明
治
八
年

間
芝
屈
で
は
明
治
十
年
と
十
三
年

と
十
六
年
と
に
京
都
で
上
演
し
て

居
る

二
一
）
福
地
棲
聞
と
も
伊
東
橋
塘
と

も
云
う
、
宇
田
川
文
・
揮
で
は
な
い

ハ四
υ
玉
代
目
審
太
夫
か
、
六
代
目

は
盟
諸
大
践

（
五
〉
胸
骨
古
靭
太
夫
か
、
本
格
的

太
夫
で
古
風
古
格
を
重
ん
じ
た
人

明
治
十
一
年
殺
さ
る
五
十
二
才

2
0
六
代
目
竹
本
網
太
夫
、
＝
一
代

長
門
の
弟
子
、
竹
本
織
太
夫
、
明

治
十
年
大
江
橋
の
席
で
六
代
目
網

太
夫
襲
名
、
全
身
刺
青
の
江
戸
前

梓
な
美
音
家
、
明
治
十
六
年
東
京

で
授
。

ln
七
〉
聾
惇
圏
平
ご
代
麗
助
門
、
中
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ま
じ
た
が
，
そ
の
小
屋
は
臨
も
な
〈
潰
れ
、
こ
れ
U

浮
る
h
y
も
「
時
絶
え
て
仕
舞
い
ま

し
た
。
そ
の
後
明
治
二
十
年
に
な
っ
て
、
二
月
の
十
日
か
ら
稲
荷
の
彦
六
日
座
で
圏
平

の
三
味
線
で
私
が
始
め
て
誇
b
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
大
・
襲
な
評
判
で
、
三
月
の
十
七

日
ま
で
三
十
五
日
間
興
作
し
去
し
た
。
こ
の
時
の
人
形
は
津
市
内
向
五
郎
、
お
里
が

亀
松
で
し
た
。
そ
れ
に
こ
の
時
は
道
具
が
よ
く
月
に
叢
雲
C
掛
る
慮
な

rが
評
判
で

し
た
。
こ
の
前
に
圏
平
が
節
附
を
致
し
ま
し
た
が
、
自
分
で
弾
い
た
の
は
こ
れ
が
初

め
て
で
す
か
ら
、
ま
づ
こ
り
時
が
こ
の
浮
る
り
の
大
成
し
た
時
と
申
し
て
好
か
ろ
ラ

と
存
U
ま
す
。
そ
の
翌
年
卸
ち
明
治
二
十
一
年
和
め
て
東
京
で
語
り
そ
れ
か
ら
函
館

諮
問
、
次
に
信
州
か
ら
長
崎
な
ど
を
持
。
て
廻

b
．
近
一
頃
で
は
一
昨
年
堀
江
か
時
楽

座
で
や
っ
た
時
に
も
、
非
常
の
大
入
を
致
し
ま
し
た
。
一
体
壷
坂
と
い
ふ
魔
は
大
和

の
土
佐
町
の
先
の
偏
僻
な
慮
で
、
と
れ
ま
で
格
別
の
参
詣
者
は
な
か
っ
た
の
で
す
が

此
滞
あ
h
y
が
流
行
っ
て
、
私
が
諸
方
を
持
廻
っ
て
か
ら
は
、
札
幌
遅
か
ら
も
参
詣
に

来
る
人
が
あ
る
様
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
丁
度
こ
の
奥
行
中
査
坂
寺
の
坊
さ
ん
が
菓

子
折
を
持
の
／
て
、
私
共
へ
参
・
9
、
こ
の
降
る
り
が
行
は
れ
て
か
ら
遠
園
の
参
詣
者
が

引
も
切
ら
ぬ
様
に
な
っ
た
の
は
全
く
貴
君
の
お
蔭
だ
と
申
し
て
居
台
ま
し
た
。
そ
の

〈
十
六
）

頃
、
中
江
兆
民
さ
ん
も
、
こ
の
浮
る
り
を
三
度
ま
で
お
聞
き
に
お
出
で
に
な
っ
て
、

古
A
V
各
人
一
ヱ
代
竹
本
長
時
に
露
b

h

り
れ
一
一
十
八
才
そ
の
相
三
味
線
と

＼
な
る
、
後
越
路
太
夫
、
大
隅
太
夫

を
摺
〈
、
明
治
一
一
一
十
一
年
四
月
宿

荷
座
で
大
隅
太
夫
の
古
渡
寺
を
揮

き
乍
ら
鹿
す
。
斯
遣
の
騨
標
。

庁八
u
加
古
千
賀
圏
平
の
後
妻
、
文

才
あ
り
。

（
九
）
明
治
十
ご
年
十
月
大
江
橋
の

席
ハ一

C
）
聾
竹
島
太
夫
、
五
代
目
聾

竹
湊
太
夫
の
門
、
猫
の
鳴
き
聾
の

や
う
に
聞
え
た
め
で
猫
島
と
締
名

悪
聾
、
世
話
畑
c
明
治
十
七
年
鹿

（
十
一
）
曹
津
新
一
一
一
郎
、
初
代
聾
津

新
左
衛
門
、
塞
は
大
き
〈
明
治
中

期
の
三
羽
烏
の
一
入
、
時
代
揮
。

（十一一
υ
明
治
廿
年
一
一
月
四
日

（十二一
u
吉
田
辰
五
郎
、
コ
一
代
吉
田

才
拾
門
、
明
治
初
年
実
情
ポ
座
出
勤

後
彦
六
に
入
h
リ
人
彫
絞
下
、
明
治

廿
三
年
授
。

ハ
寸
四
）
桐
竹
誼
松
、
女
酵
、
現
文

五
郎
の
よ
く
ほ
め
る
名
人
、
明
治

舟
年
十
月
足
の
上
へ
障
子
が
落
ち
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一
年
有
半
で
大
唐
褒
め
て
ア
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
叉
東
京
で
は
吉
原
で
講
中
が

出
来
、
私
も
津
市
の
墓
を
建
て
る
時
寄
進
に
附
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
じ
た
。
そ
の
後

明
織
が
文
梁
座
に
合
併
し
た
時
に
も
、
こ
の
査
坂
を
出
し
て
七
十
五
日
間
奥
行
致
し

（

十

七

）

（

十

八

）

ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
津
市
は
玉
造
で
、
お
里
は
玉
助
で
し
た
。
そ
れ
で
大
阪
で
は

幾
度
も
道
具
を
費
へ
て
出
し
ま
し
た
が
い
つ
も
外
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
叉
旗

で
も
こ
れ
を
出
し
て
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
な
く
、
長
崎
で
興
行
の
時
に
は
、
五
日

た
が
、

位
前
か
ら
附
込
ま
な
く
っ
て
は
場
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
そ
れ
で
幾
度
致
し

一
寸
数
を
思
ひ
出
し
ま
せ
ん
位
で
す
が
、
そ
れ
も
圏
平
さ
ん
の
力
の
あ
る
お

蔭
だ
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
諮
り
出
し
の
「
夢
が
浮
世
か
、
浮
世
が
夢
か
」
は
法
師

（
十
九
）

歌
で
、
俗
に
「
ま
L

の
皮
」
と
申
す
の
を
枕
に
使
っ
た
の
で
す
。
こ
の
歌
の
起
り
は

京
都
の
絹
屋
の
妾
が
魚
屋
と
色
事
を
し
た
の
が
露
れ
た
時
、
旦
那
が
非
常
に
怒
っ
て

殺
し
て
仕
舞
は
う
と
思
っ
た
が
、
風
流
な
人
だ
か
ら
闘
に
行
か
う
と
す
る
時
、
不
圏

こ
の
歌
を
排
へ
た
の
で
、
こ
ん
な
も
の
を
相
手
に
し
た
っ
て
仕
様
が
な
い
と
断
念
を

附
け
て
、
妾
に
は
暇
を
出
レ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
め
後
二
の
歌
を
松
原
検
校
区

見
を
た
ら
、
検
校
が
手
を
附
け
た
鹿
か
ら
世
に
行
は
れ
た
の
だ
き
ろ
で
す
。
こ
の
歌

め
衆
の
何
仁
「
あ
主
ま
L

O
皮
L

，
と
あ
る
麗
か
ら
『
ま
L

の
皮
K

主
い
へ
ば
ζ
の
歌

後
片
足
ぎ
り
、
一
一
一
十
一
年
一
月
照

四
十
一
二
一
才
。

ハ
十
五
υ
橋
荷
座
は
明
治
品
川
一
年
六

月
夜
落
、
明
襲
底
は
明
治
品
川
一
年

十
一
月
堀
江
廓
内
で
旗
上
げ
ハ
究

繁
鴎
に
封
抗
）
舟
六
年
一
月
ま
で

つ
ど
く
c

ハ
十
六
）
中
江
兆
民
名
は
篤
介
、
高

知
出
身
、
政
論
家
、
ル
1
ソ
の
民

約
欝
解
、
と
れ
は
自
由
貰
闘
士
の

指
導
、
理
論
の
復
関
を
果
す
、
一
義

太
夫
愛
好
家
c

「
今
雨
コ
回
大
隅
太
夫
、
越
酪
太

夫
の
義
太
夫
を
時
ぎ
玉
撞
、
被
十

郎
の
人
形
を
見
て
以
て
昭
を
此
婁

婆
世
界
に
告
ぐ
る
を
得
ん
と
と
歪

願
也
」
こ
年
有
牢
）

既
に
し
て
大
隅
太
夫
其
の
掴
撲
然

た
る
肥
大
の
体
を
掲
げ
衆
句
、
や

が
て
彼
の
有
名
な
る
法
簡
歌
、

『
夢
が
浮
世
か
浮
世
が
夢
か
」
を

歌
ひ
出
し
奄
々
組
え
ん
と
欲
し
て

組
え
ず
、
其
の
樟
市
と
お
里
と
の

噺
の
如
き
置
ち
に
其
の

A
を
現
出

ー
を
あ
此
簡
犬
嘱
ま
費
無
き
也
、
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と
解
る
様
に
な
っ
て
居
る
の
で
す
が
．
そ
れ
を
樺
市
の
身
の
上
に
思
ひ
寄
せ
て
，
こ

の
歌
は
歌
は
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
次
に
唄
ふ
「
烏
の
襲
、
鐘
の
音
さ
へ
身
に
し
み
て
」
の
唄
は
、
ユ
れ
も

ず
判
の
露
と
い
ふ
法
師
歌
の
初
の
句
で
、
世
を
呆
敢
む
や
う
な
唄
な
の
で
す
。
こ
れ
に

は
北
譜
と
南
譜
と
二
通
り
あ
っ
て
、
北
議
の
方
が
品
の
好
い
の
で
す
が
私
は
南
譜
の

方
を
取
っ
て
居
り
ま
す
。
山
へ
上
る
途
中
で
歌
ふ
『
憂
が
情
か
、
情
が
憂
か
」
と
い

ふ
歌
は
、
津
市
が
死
に
L
行
く
覧
悟
を
示
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
L

へ
も
私
が
秋
草

の
歌
を
絞
め
て
見
た
こ
と
も
あ
り
、
叉
杏
掛
村
の
「
御
法
の
山
に
調
行
く
ら
ん
」
と

い
ふ
歌
を
は
め
て
見
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、

rラ
も
工
合
か
悪
い
の
で
矢
張
奮
の
歌

に
致
し
て
お
き
ま
し
た
0

4

ん
も
小
歌
に
は
女
郎
衆
の
迭
り
出
し
と
い
ふ
や
う
な
も
の

死
に
行
く
と
い
ふ
歌
は
誠
に
少
い
の
で
す
O

兎
に
角
こ
ん
な
歌
を
’
戒
め

て
、
津
市
の
心
の
内
を
映
す
様
に
書
い
た
千
賀
さ
ん
L
し
圏
平
さ
ん
は
え
ら
い
者
で
す

叉
「
岩
を
建
て
水
を
湛
え
て
」
の
御
詠
歌
は
、
六
番
の
御
詠
歌
を
そ
っ
く
り
使
っ
た

も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
早
暁
の
鐘
の
聾
」
を
「
早
深

U
渡
る
鎧
の
撃
」
と
変
へ
ま

か
多
く
て
、

し
た
の
は
後
に
「
早
長
朝
の
鐘
の
聾
」
之
あ
る
の
と
重
複
し
ま
ず
か
ら
、
私
が
愛
へ

て
語
り
ま
す
の
で
す
。
格
は
朝
日
が
出
る
眼
が
開
く
を
い
ふ
の
で
、
こ
の
上
も
な
く

鳴
呼
按
比
に
歪
h
リ
て
静
な
り

二
年
有
牢
）

ハ
十
七
）
初
代
吉
田
玉
議
、
ご
代
吉

田
一
五
郎
門
、
明
治
期
人
影
遣
の

代
表
者
、
早
替
弧
遁
の
名
人
、
明

治
五
年
人
形
較
下
、
同
情
八
年
一

月
鹿
。

（
十
八
u
初
代
吉
田
玉
問
、
初
代
玉

遣
の
停
、
元
治
元
年
よ
め
出
座
、

若
年
よ
り
優
秀
、
親
玉
撞
に
ま
さ

る
と
云
は
れ
る
‘
明
治
十
九
年
七

月
授
。
と
の
玉
助
は
二
代
目
で
初

代
玉
助
門
、
明
治
九
年
玉
七
と
改

名
二
十
ご
年
＝
代
百
五
助
、
一
一
一
十

九
年
ご
代
目
玉
痘
、
四
十
年
＝
一
月

授
四
十
三
才
、
初
代
玉
撞
絞
十
郎

に
つ
ぐ
名
手
。

ハ
十
九
u
本
文
註
審
照
。

（一一

ou本
文
註
謬
照
、

と
の
文
句
の
あ
る
も
の
は
大
理
化

ぬ
c

f

－

一月一



目
出
度
い
の
で
す
か
ら
、
あ
す
こ
へ
迭
’
h
百
九
援
を
使
っ
た
の
で
、
こ
れ
も
無
論
千
賀

さ
ん
の
工
夫
で
す
。

そ
れ
か
ら
私
が
津
市
を
語
る
に
就
て
は
、
種
々
な
盲
人
に
附
合
刀
一
一
一
一
熱
心
に
そ

の
癖
を
取
る
様
に
致
し
ま
し
た
が
、
取
分
け
故
人
に
な
っ
た
盲
人
の
住
太
夫
は
、
私

が
手
を
曳
い
て
や
る
様
に
し
て
、
そ
の
様
子
を
映
し
ま
レ
た
。
一
体
盲
人
に
は
物
を

い
ふ
時
に
は
、
左
の
方
に
顔
を
寄
せ
て
い
ふ
癖
が
あ
り
、
叉
物
を
聞
く
時
に
は
耳
を

寄
せ
て
聞
き
、
叉
少
し
仰
向
い
て
鼻
で
聞
く
や
ろ
な
慣
が
あ
り
ま
す
ρ

何
か
物
を
取

っ
て
央
れ
と
い
ふ
時
も
、
眼
明
は
直
ぐ
千
を
出
す
も
の
で
す
が
、
盲
人
は
手
を
引
込

め
て
居
り
ま
す
。
こ
ん
な
風
に
恵
わ
く
が
遺
ひ
ま
す
か
ら
、
私
も
そ
の
心
持
で
語
る

様
に
し
て
居
り
ま
す
。

津
市
が
我
家
を
出
る
時
「
細
き
心
も
細
か
ら
ぬ
の
」
の
跡
で
「
エ
ヒ
＼
＼
＼
」
と

泣
き
ま
寸
の
は
、
自
分
が
身
を
捨
て
れ
ば
、
お
里
は
眼
明
の
人
の
魔
へ
片
付
く
だ
ら

ゲ
し
、
長
年
住
ん
だ
こ
の
家
も
こ
れ
が
別
か
れ
と
思
ふ
の
で
、
名
残
を
惜
ん
で
泣
く

心
な
の
で
、
こ
の
節
附
に
は
私
も
苦
心
を
致
し
ま
し
た
。

－
（
廿
君
）

絡
に
眼
が
明
い
た
魔
で
、
我
女
房
に
「
初
め
て
お
自
に
掛
り
ま
し
セ
」
と
い
ふ
麗

ハ

サ

回

）

（

廿

竃

）

も
、
「
の
り
は
ら
」
で
面
白
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
可
笑
い
と
い
ふ
φ
は
、
文
を
味

（廿一一
u
盲
人
の
四
代
目
竹
本
住
太

夫
、
竹
本
内
医
、
コ
一
代
長
門
の
門

初
各
国
喜
太
夫
、
寓
延
元
年
四
代

目
椙
憶
、
後
章
六
座
の
紋
下
。
二

十
ご
年
授
盲
人
だ
が
美
鞭
耳
、
明
治

初
期
の
大
立
物
。
カ
ン
よ
く
弟
子

に
一
一
一
度
よ
ま
せ
る
と
鹿
児
え
て
し
ま

λ
J
O
 

ーも一

（廿一一一
υ
其
日
麗
は
「
久
さ
し
ぶ
り

で
お
自
に
か
L
り
ま
す
」
と
費
へ

た
が
不
可
。

ハ
廿
五
）
見
物
が
わ
ら
ふ
の
は
自
分

の
妻
に
丁
寧
に
撲
拶
す
る
の
が
可

突
し
い
の
で
無
に
か
け
る
と
と
は

不
要
。



す
ぺ

っ
て
彼
の
腹
を
考
へ
な
い
か
ら
で
す
。
都
て
太
夫
正
三
味
線
弾
き
に
し
て
か
ら
が
、

ト
ン
デ
ン
と
弾
く
、
こ
の
テ
シ
一
つ
の
出
ヱ
合
で
、
太
夫
が
旨
く
も
拙
く
も
語
れ
る

の
で
す
か
ら
、
呼
吸
の
合
ふ
合
は
な
い
は
大
切
な
も
の
で
す
。
そ
れ
と
今
好
い
太
夫

の
無
く
な
っ
た
の
は
、
御
客
様
の
方
で
時
代
物
を
お
嫌
ひ
に
な
っ
て
、
世
話
物
の
方

を
御
好
み
に
な
る
慮
か
ら
、
太
夫
の
方
も
世
話
物
が
築
な
の
で
そ
の
方
ば
か
り
に
力

を
入
れ
る
や
ラ
に
な
り
、
時
代
物
に
骨
を
折
っ
て
撃
を
携
け
ゃ
う
と
い
ふ
や
ラ
な
人

が
少
く
な
っ
た
か
ら
で
せ
ラ
。
そ
れ
か
ら
浮
る
り
に
も
流
行
る
流
行
ら
な
い
が
湾
り

ま
し
て
、
私
が
登
坂
同
様
に
語
っ
て
居
る
新
浮
る
り
に
、
都
の
或
大
名
の
奥
方
が
子

（
廿
者
一
）

供
を
鷲
に
擾
は
れ
た
の
が
、
或
日
京
都
の
川
舶
の
乗
合
客
の
物
語
で
、
そ
の
鷲
に
さ

ら
ば
れ
た
子
供
が
或
寧
い
借
に
救
は
れ
、
今
臨
月
峰
説
明
と
い
ふ
智
識
に
な
っ

て
居
る
と
い
ふ
事
を
聞
き
、
其
寺
へ
尋
ね
て
行
き
良
排
が
看
経
し
て
居
る
麗
へ
飛
込

み
、
守
袋
を
出
じ
て
名
乗
り
合
ふ
と
い
ふ
筋
が
あ
っ
て
、
中
々
好
く
也
来
て
居
ま
す

が
、
こ
の
方
は
話
の
聞
が
長
い
震
も
あ
り
ま
せ
弓
が
、

rう
も
流
行
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
流
行
る
と
い
へ
ば
小
こ
の
査
坂
の
流
行
は
え
ら
い
も
の
で
、
営
節
で
は
一
寸
花

得
へ
参
り
ま
し
て
‘
も
「
今
頃
は
牟
七
さ
ん
」
と
い
ふ
方
は
壊
れ
て
仕
舞
ひ
、
「
三
つ

遺
ひ
の
兄
さ
ん
」
と
い
ふ
方
を
）
皆
さ
ん
が
お
語
り
に
な
る
や
う
に
な
っ
て
居
り
ま

す
。

ハ
歌
舞
伎
四
十
観
）

ハ
廿
六
）
南
都
東
大
寺
良
騨
杉
由
来

ハ
廿
七
）
大
阪
の
棲
富
。

一守一

ハ
廿
八
）
南
都
東
大
寺
。

ハ
廿
九
）
ご
月
堂
の
開
の
大
杉
を
噂

奔
し
て
ゐ
る
所
。

ハ
品
川
）
馳
容
女
舞
衣
酒
屋
の
お
圏
の

き
わ
h
、
今
頃
は
宇
七
さ
ん
、
ど

と
に
ど
う
し
て
ご
ざ
ら
う
ぞ
：
・
：
・



。
蝿
出
し

シ
ャ
ツ
、
シ
ャ
ン
「
ハ
ツ
」
ハ
地

唄
政
掛
聾
を
出
き
ず
そ
れ
だ
け
の

間
を
取
る
）

テ
チ
チ
ン
ゥ
、
チ
ン
ウ
｛
ヤ
」
チ

リ
ン
チ
リ
ッ
、
ッ
ン
、
ッ
ル
ン
ウ

テ
ツ
ン
、
『
ハ
ツ
」
テ
チ
、
ン
ウ

チ
ジ
ン
ウ
テ
ツ
ン
ウ
「
ハ
」
ツ
ト

ン
、
ロ
ン
、
ロ
ン
ロ
、
ト
ン
、

『
ヤ
』
チ
ン
『
ハ
」
チ
テ
ン
テ
ン

『
ハ
」
ツ
ト
ン
、
『
ヤ
」
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
一
夢
が
』
（
地
唄
）
ト
テ

チ
ン
｛
う
き

i
』
（
義
太
夫
）
（
世

か
｜
ア
』
（
地
唄
こ
浮
世
が
夢
」

（
義
太
夫
）
｛
か
ァ
、
」
（
地
唄
）

O
夢
が
浮
世
か
、
浮
世
が
夢
か
夢
蝶

里
に
住
み
な
が
ら
人
目
は
醐
胞
を
思

ひ
川
、
う
そ
も
情
も
唯
口
さ
き
で

一
夜
流
れ
の
味
瀬
の
川
を
其
水
〈

き
き
心
か
ら
、
よ
そ
の
香
h

り
の
襟

袖
口
に
附
て
か
よ
は
ど
何
の
ま
あ

f
kか
は
い
く
の
烏
の
聾
に
さ

め
て
〈
や
し
き
ま
L
の
川
ハ
地
唄

ま
誌
の
川
v

。
夢
て
ふ
里
l
夢
と
一
玄
う
里
、
夢
の

よ
う
に
は
か
な
い
人
の
世
に
も
住

め
ぽ
住
む
と
と
も
出
来
る

。
よ
し
あ
し
び
き
の
・
：
善
し
悪
し
と

「
足
毘
の
」
（
山
の
枕
詞
）
と
か

け
る

×
と
の
＝
一
味
線
は
ッ
ゥ
、
ッ
ゥ
、
ッ

ゥ
、
ッ
ゥ
、
ッ
ゥ
、
ッ
ト
、
テ
、

観

音

霊

験

記

登
坂
寺
の
陵

×

×

 

ご
上
リ
唄
夢
が
、
浮
世
か
浮
世
が
夢
か
、
夢
て
ふ
里
に
、

ナ
ホ
ス
ブ
シ
住
友
が

×
 

ら
、
地
位
ば
往
な
る
世
の
中
に
フ
シ
よ
し
あ
し
び
き
の
大
和
路
や
、
管
坂

-8一

の
片
辺
り
土
佐
町
に
、
津
市
と
い
う
座
頭
有
、
生
れ
付
た
る
定
直
の
、
琴

の
稽
古
や
三
味
線
の
、

よ
b
細
き
身
代
の
、
薄
き
け
ふ

b
の
管
み
に
、

妻
の
お
里
は
健
や
か
に
、

畏
地
ヵ
、
リ
夫
の
手
助
け
賃
仕
事
っ
、
れ
当
せ
て

だ

く

×

ふ
洗
濯
や
、
糊
か
い
も
の
を
打
盤
の
、

フ
シ
一
音
も
幽
の
く
ら
し
友

b
、

d

’
 

唄
烏
の
ぶ
戸
、
盈
の
普
F

さ
へ
身
代
し
み
て
、
思
ぴ
出
ず
程
、
涙
が
先
へ
落



－
ア
、
－
ァ
、
テ
、
－
ず
と
左
で
鯨
謹
を

謂
し
砧
の
打
盤
を
苛
つ
雷
を
出
し

晋
も
か
す
か
の
暮
な
り
と
い
う
欝

情
を
諜
わ
す

JO
「
鳥
の
聾
撞
の
」
（
地
唄
）
「
音

き
i
」
（
義
太
夫
u

「
エ
」
．
ハ
地

唄
）
：
・
「
恩
ひ
」
ツ
ト
ン
「
出
す

」
ハ
議
太
夫
）
思
ひ
出
す
の
ダ
ス

で
ほ
φ
き
り
座
頭
の
雷
－
重
い
即
ち

盲
目
撃
を
出
す
。
掠
背
の
川
を
の

「
川
を
」
で
も
盲
目
撃
を
出
す
。

同
じ
盲
目
で
も
機
校
は
時
代
が
か

つ
て
位
を
つ
け
て
ゆ
っ
た
り
、
座

顕
は
昌
世
話
の
閣
で
俗
っ
ぽ
く
ド

ス
汚
〈
や
る
。

鳥
の
聾
鐘
の
音
き
へ
身
に

L
み
て

思
ひ
出
す
ほ
ど
涙
が
先
へ
、
落
ち

で
流
る
L
妹
背
の
川
を
と
わ
た
る

舟
の
揖
だ
に
飼
悶
え
て
甲
斐
も
な
き

世
と
恨
み
て
す
ぐ
る
、
恩
は
じ
な

逢
ふ
は
別
れ
と
雛
も
、
ぐ
ち
広
、
庭

の
小
菊
の
そ
の
名
に
め
で
て
、
重

は
眺
め
て
暮
し
も
な
ろ
が
夜
々
一
時

に
お
く
つ
ゅ
の
つ
ゅ
の
命
の
つ
れ

な
や
に
く
や
今
は
と
の
身
に
秋
の

風
ハ
ぎ
〈
の
つ
ゆ
）

。
「
ヱ
、
」
お
里
が
聞
き
と
が
め
て

聞
い
た
ど
す

O
下
に
居
や
！
と
与
に
坐
れ

ノ
ち
て
な
が
る
、
妹
背
の
川
を
謁
ヲ
、
楚
は
／
＼
津
市
様
、
け
ふ
は
何
と
思

ふ
て
や
ら
、
三
味
線
出
し
て
、

ホ
、
、
、
、
、
、

よ
い
機
嫌
じ
ゃ
の
、

ヲ

、
お
里
か
、
そ
な
た
ア
ノ
お
れ
が
三
味
線
弾
を
、
よ
い
機
嫌
に
見
ゆ
る
か

や、

ρ

－
ア
ナ
ア
、

お
b
や
そ
ん
な
気
じ
ゃ
な
い
わ
い
の
、

プ
イ
ナ
ア
、

毛
－
w
／
／
＼
／
ヤ
気
が
詰
っ
て
／
＼
、

V、

っ
そ
死
で
も
の
け

ム、
× 
;r: 

、

ーヲー

イ

ヤ
サ
ア
ノ
死
ん
で
仕
ま
う
濯
、
気
が
ふ
さ
い
で
な
ら
ね
わ
い
の
ふ
、

イ
ャ

コ
V

お
里
、

わ
し
や
そ
な
た
に
、

チ
ト
尋
だ
い
事
が
有
作
、

×
 

マ
ア
守
ア
下

に
居
や
ノ
＼
、

《
ア
扱
下
に
居
ゃ
い
の
ふ
、
外
の
事
で
も
な
い
が
、

U『

つ

ぞ
は
開
ふ
／
＼
と
思
ふ
て
居
だ
が
、

丁
ど
幸
い
、

党
陰
矢
の
如
し
と
や

ら
、
月
日
の
立
ッ

は
ァ
、
早
い
物
友
、

ア
y
v
わ
が
み
と
お
れ
が
、
ヨ
ク



O
「
互
に
心
も
知
っ
て
層
る
に
」
ヅ

ト
、
（
雷
を
滑
L
V
「
マ
な
ぜ
」

チ
ウ
ン
ハ
心
か
ら
寂
L
〈
揮
〈
〉

O
「
ど
と
ー
を
や
ら
」
の
「
や
」
か

ち
濁
り
か
け
「
濁
る
」
の
「
る
」

で
充
分
濁
っ
た
雷
を
噴
く
、
「
詞

の
は

l
L」
テ
ン
ハ
お
里
の
合
離

の
ゆ
か
ぬ
テ
ン
）

×
今
の
午
悶
午
後
の
四
時

あ
と
に
明
け
の
七
つ
の
撞
を
聞
き

と
あ
る
の
で
夜
明
け
の
四
時
を
さ

す。

一
所
に
成
ヅ
て
か
ら
モ
ウ
三
年
、

地
稚
い
時
よ
b
一
去
な
づ
け
、
×
互
に
心
も

知
ヅ
て
居
る
に
？
な
ぜ
、
共
様
に
隠
し
ゃ
る
ぞ
さ
っ
ぽ

b
と
打
明
て
、
一
京

×
 

て
た
も
と
何
所
や
ら
濁
る
詞
の
は
し
、

お
里
は
更
に
会
貼
行
宇
ふ
し
ん
な

が
ら
に
、

詞
コ

V

津
市
様
、
そ
b
や
お
前
何
を
云
ハ
し
ゃ
ん
す
、
嫁
入
リ

し
セ
か
ら
三
年
の
あ
い
だ
、

ど
ぎ
ん
せ
ぬ
が
、
夫
ν

共
に
何
シ 毛
ほ
ん
に
／
＼
露
程
も
、
隠
し
立
し
た
事
は

-10ー

ぞ
叉
、
お
気
に
い
ら
ぬ
事
有
ば
、
云
て

聞
し
て
下
さ
ん
せ
、

サ
そ
れ
が
夫
婦
じ
ゃ
な
い
か
い
な
、

ヲ
、
そ
ふ
云
や

れ
ほ
之
っ
ち
も
一
試
は
ふ
、
ヲ
、
何
シ
成
ヮ
共
云
し
晶
子
P

九
千
、

ヲ
、
一
式
は
い

で
か
、

ヨ
リ
ヤ
お
里
、

マ
ェ
ふ
間
工
、

わ
れ
と
夫
婦
に
な
っ
て
丸
一
一
一
一
年
、

×
 

毎
晩
七
ヅ
か
ら
先
寝
所
へ
手
を
や
っ
て
も
、

終
に
一
度
も
居
に
事
が
衣



×
ど
う
せ
、
何
と
し
て
も
お
前
の
無

に
入
ら
ぬ
は

×
ひ
ど
い
、
商
情
な
、
我
儲
勝
手
な

ぃ、

y
p
ャ
も
ふ
お
れ
は
此
様
な
盲
、
殊
に
ゑ
ら
い
癌
涯
で
、
を
見
る
影

×
 

も
な
い
顔
形
、
ど
ふ
で
我
v

の
気
に
入
ラ

ぬ
は
無
理
な
ら
ね
ど
、
外
に
思

ふ
男
が
有
ラ
ば
、

さ
っ
ぽ
b
と
打
明
ヶ
て
、
一
式
ヲ
て
く
れ
た
ら
此
様
フ
民
、

何
の
腹
を
立
ふ
ぞ
い
、
尤
も
わ
れ
と
お
れ
と
は
従
弟
同
志
、
専
ら
入
の
噂

毛
聞
度
事
に
お
れ
は
の
ふ
、

ア
ノ
お
里
は
一
美
し
い
／
k

と、

ょ
う

と
’
b

、

’u‘ヲ、

噌
E

－－
噌
E
A

一
諦
め
て
居
る
程
に
、
俗
気
は
決
し
て
せ
ね
ぞ
や
、
コ

V

ど
ふ
ぞ
明
し
て
一
式

フ
シ
ヵ
、
リ

て
た
も
と
、
日
携
に
云
へ
ど
自
に
も
る
＼
涙
呑
込
盲
目
の
、
心
の
内
ぞ

謂

せ
つ
な
け
れ
、
聞
に
お
里
は
身
も
世
も
あ
ら
れ
争
、
結
hJ
付
4

て
、
ヱ
、

×
 

y
p
ヤ
胴
欲
な
津
市
様
、

い
か
に
積
し
い
私
じ
ゃ
述
、

現
在
お
前
を
ふ

そ
ん
な
女
ゴ
と
思
ふ
て
か
、

y
p
ヤ

b
捨
て
、

外
に
男
を
持
つ
様
な
、



×
そ
れ
は
筋
が
遁
ら
ぬ
、
ひ
ど
い
、

無
茶
で
す
、
見
雷
謹
い
で
す
、
そ
－

h

り
や
聞
え
ま
せ
ぬ
僧
兵
衛
さ
ん
、

ハ
近
頃
河
原
の
蓮
引
）

V

〈
お
里
の
「
沙
ワ
リ
」
ハ
正
し
〈
は

グ
ド
キ
）
は
お
里
の
夫
を
思
う
一

生
懸
命
の
貞
節
の
情
が
溢
れ
る
よ

う
、
ね
ぼ
つ
か
ず
、
サ
ラ
っ
と
語

る
×
目
か
い

l
自
界
、
見
得
る
限
り
、

調
界
、
目
か
い
の
見
え
ぬ
女
の
身

ハ
百
合
若
大
臣
里
守
鏡
）

×
よ
と
と
も
に
藻
塩
た
れ
つ
L
誰
が

需
に
火
に
も
水
に
も
入
れ
る
心
ぞ

ハ
中
務
家
集
）

×
お
里
の
員
か
ら
観
音
標
を
有
難
い

と
信
心
し
て
い
る
駐
の
雷
遁

聞
き
、
チ
チ
ン
リ
ン
、
ハ
、
チ
チ
ン

ハ
、
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン

と
聞
を
と
り
本
宮
に
人
知
れ
ず
そ

っ
と
抜
け
出
る
意
味
を
嘩
〈
、
「

ソ
l
ヲ
ヲ
ツ
ト
」
の
音
遁
が
大
切

×
お
里
の
揺
策
し
た
い
や
ら
し
い
雷

を
一
寸
表
わ
す

「
ー
ァ
、
ル
、
ョ
、
ォ
、
ェ
ィ
、

、
、
」
は
ノ
リ
、

「
今
の
お
前
の
ヒ
ト
！
ヲ
、
コ
ト

が
チ
ン
チ
ン
」
か
ら
荒
〈
、
「
私

は
盟
が
、
タ
I
ッ
、
ヮ
、
ィ
、
ノ

ト
ハ
つ
め
）
ォ
、
、
、
チ
ン
チ
ン

x

×
 

開
へ
ま
せ
ね
／
k
t
、
ヱ
、
開
へ
ま
せ
ぬ
は
い
攻
、
モ
と
、
、
様
や
、
か
、
様

に
別
て
か
ら
、

の
お
世
話
に
友
b
、

お
前
と
一
一
所
に
育
て
ら

伯
父
様
ン

地

れ
、
一
一
一
吋
／
ち
が
ひ
の
兄
さ
ん
と
、
い
ふ
て
く
ら
し
て
居
る
内
に
、
情
意
や

×

詞

’

地

之
友
様
シ
は
、
生
守
れ
も
付
、
ね
庖
療
で
、
目
か
い
の
見
へ
ね
其
上
に
、
貧
苦

に
せ
ま
れ
ど
何
の
そ
の
、

一
旦
殿
御
の
津
市
様
、

-12-

×
 

た
と
へ
火
の
中
水
の

底
、
未
来
迄
も
夫
婦
し
ゃ
と
、
思
ふ
斗
ク
コ

V

申、

お
前
の
お
目
を
治
さ

×
 

ん
と
、
×
此
壷
坂
の
観
音
様
へ
、
明
の
七
ツ
に
鐘
を
問
、
そ
っ
と
放
出
只
一

人
、
山
路
い
と
は
十
三
年
越
、
せ
っ
・
な
る
願

U
K
御
利
生
の
な
い
と
は
い

か
成
報
ぞ
や
、
観
一
音
様
も
閉
へ
ね
と
、
今
シ
マ
も
今
マ
漣
恨
ん
で
居
先
、
む

×
 

し
の
心
も
し
ら
守
し
て
、
外
に
男
が
有
ル
様
に
、
今
の
お
一
前
の
三
日
が
、



ォ
、
、
チ
ン
チ
シ
、
分
、
、
チ
、

、
、
、
」
と
節
に
流
れ
る

×
樟
市
の
改
心
は
情
を
た
L
み
込
む

「
女
房
共
、

o、
何
も
い
は
ぬ

i

」
と
無
の
所
を
語
ら
ぬ
と
本
営
の

情
が
出
な
い
。

×
愚
煽
ぽ
か
り
コ
レ
」
ヤ
ァ
、
テ
、

ン
で
は
い
け
な
い
、
グ
ツ
と
患
を

詰
め
て
い
な
い
と
腹
が
掛
け
な
い

×
ソ
デ
ャ
、
タ
モ
ト
ヲ
、
ヒ
タ
ス
一
フ

ン
と
文
字
を
詰
め
て
語
り

×
「
何
の
詫
び

O
、
私
し
ゃ
死
ん
で

も
」
と
無
の
聞
を
語
り

×
と
L
も
無
が
あ
る
、
と
h

と
究
の

イ
ヤ
モ
ウ
の
普
遁
に
揮
市
夫
婦
の

情
を
語
ら
ぬ
と
曹
一
坂
が
語
れ
た
と

は一

zaえ
ぬ

×
「
が
」
が
大
切
で
津
市
の
心
、
が
観

曹
標
の
方
へ
問
い
来
る
踊
芽
の
一

句

私
は
は
ら
が
立
わ
’
い
の
と
、

フ
シ
カ
ノ
、
リ

く
ど
き
立
た
る
貞
節
の
涙
の
色
ぞ
誠
也
。

女台地

て
開
し
妻
の
誠
、
今
？
更
何
シ
と
津
市
が
、
詑
の
詞
も
涙
一
饗
、
打
ァ
、
ヨ

v
女
房
共
、
×
何
v
に
も
一
試
ハ
ぬ
塔
怒
し
て
た
も
、
誤
っ
た
、
／
＼
／
1
1
わ

×

地

い
の
ふ
、
毛
ク
そ
ふ
と
は
し
ら
や
J

、
か
た
わ
の
癖

K
愚
痴
斗
b
、
3
v
と

×

フ

シ

ら
へ
て
た
も
れ
と
斗
に
て
、
手
を
入
営
し
た
る
詑
漢
、
・
袖
や
挟
を
ひ
党
す
ら

ι13畠』

詞

×

A
、
ァ
、
＝

ν
、
連
添
女
房
に
何
の
詑
、

お
前
の
疑
以
晴
た
れ
ば
、
な
し

や
死
ン

で
も
本
望
じ
ゃ
わ

×
 

い
な
／
｛
l
、
イ
ヤ
モ
ウ
そ
ふ
云
て
た
も
る

×
 

程
、
わ
が
み
の
手
前
面
白
ま
い
わ
い
の
ふ
、
が
央
濯
に
迄
信
心
し
て
だ
も

っ
て
も
、
お
れ
が
此
目
は

g
v
、
マ
治
ち
は
せ
ぬ
は
い
の
、
ヱ

Z

、
ソ

リ

ヤ
マ
ア
何
を
言
は
し
ゃ
ん
す
ぞ
い
ま
、
此
年
月
の
う
き
戴
難
、
雨
の
夜
、



×
ま
わ
り
繁
な
根
位
、
ま
が
っ
た
疑

深
い
佐
賀

「
枯
れ
た
る
木
に
も
詑
が
授
〈
」

ま
で
し
っ
か
り
と
云
い
、
一
す
聞

を
置
い
て
「
ト
ヤ
ラ
」
は
極
め
て

宿
げ
に
、
そ
ろ
そ
ろ
死
ぬ
心
を
表

わ
し
初
め
、
「
見
え
ぬ
と
の
自
は

雲
の
夜
霜
の
夜
も
、

い
と
は
ね
私
が
は
だ
し
参
b
も
、
皆
お
前
の
矯
じ
ゃ

ぞへ、

サ
ア
、
夫
穏
に
新
誓
ど
か
け
、
願
ふ
て
た
も
っ
た
志
、
有
が
た
い

×
 

共
、
嬉
し
い
共
、
共
貞
節
な
そ
な
た
を
ば
、
此
年
月
の
廻
根
性
、
観
一
音
様

じ
や
と
い
ふ
た
と
て
、
罰
と
そ
あ
た
れ
何
の
マ
ア
、
此
目
が
明
4

て
た
ま

る
物
か
、
ヱ
ヱ
何
の
い
在
、
私
の
か
ら
だ
は

3
ν
イ
ナ
ア
コ

v
、
お
前
の
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体
も
同
じ
事
、
そ
ん
な
愚
痴
を
云
ふ
よ
b
、
ち
ゃ
っ
と
心
を
取
な
を
し
、

観
一
音
様
マ
へ
供
々
に
、

物
叫

お
頼
み
申
て
下
さ
ん
せ
、
／
t
I
、
と
夫
を
思
ふ
貞
心

フ

シ

地

の
、
心
づ
か
ぴ
ぞ
哀
友

b
、
津
市
涙
に
く
れ
な
が
ら
、

ヲ
ヲ
過
分
な
ぞ
や

×
 

女
房
共
、
伊
ふ
そ
苧
だ
が
一
心
の
、
す
は
っ
た
上
は
御
一
備
の
、
枯
死
る
木
氏

晋

〈

×

も
花
が
ヨ
く
と
や
ら
、
‘
見
へ
ぬ
此
目
は
か
れ
た
る
ポ
、
ア
ア
ど
ふ
ぞ
花
が



」
除
潰
れ
た
目
を
手
で
指
さ
す
振

を
語
h

リ
ロ
に
は
っ
き
り
と
表
わ
す

盲
目
を
語
る
に
は
耳
を
目
と
し
て

扱
う
。

×
「
花
が
阿
吹
か
し
た
い
な
ア
ハ
カ
ワ

ツ
テ
）
と
い
ふ
た
所
が
（
ウ
レ
イ

の
聞
を
お
き
）
罪
の
フ
カ

l
イ
ハ

突
込
み
）
此
身
の
上
、
、
せ
め
て
釆

衆
は
ハ
十
分
泣
い
て
）
イ
ヤ
サ
ア

ノ
（
て
れ
か
く
し
の
詞
u
女
房
共

手
を
引
い
て
た
も
、
い
ざ
い
ざ
と

ハ
次
第
に
閣
を
早
め
、
女
磨
は
十

分
勇
ん
で
「
踊
h

り
間
」
風
に
運
ぶ

×
「
ホ
ソ

l
ヲ
ヅ
エ
ノ
」
の
次
の
合

の
手
は
「
チ
、
チ
ン
」
「
ハ
ッ
、

チ
、
」
「
チ
、
、
、
」
ヤ
ッ
、
チ

ー
ン
」
「
ヤ
ッ
、
ト
ン
」
と
五
つ

に
直
切
っ
て
そ
の
「
閣
」
に
盲
目

が
投
を
探
っ
て
と
そ
と
そ
と
家
を

出
掛
け
る
足
取
り
を
蝿
〈
。

細
き
心
も
ホ
1
ソ
1
ヲ
ハ
ヲ
に
ウ

レ
イ
）
ヤ
、
ヵ

l
ア
ラ
ラ
ァ
、
、

ハ
ウ
レ
イ
）
ァ
、
ヌ
ハ
ウ
レ
イ
）

ゥ
、
、
（
ウ
レ
イ
υ

『
審
ひ
は
」
か
ら
津
市
の
こ
と
か

ら
離
れ
て
ハ
ツ
テ
出
て
次
第
に
雄

大
に
語
る

×
「
辿
り
行
く
」
の
上
コ
一
置
は
う
ん

と
立
振
に
出
る
、
覇
坂
の
買
景
に

反
す
る
が
、
高
野
山
か
、
出
叡
山

の
よ
う
な
深
山
幽
谷
の
賓
持
で
や

ら
ぬ
と
劇
に
な
ら
ぬ

喚
し
だ
い
攻
、
と
い
ふ
た
所
が
、

罪
の
深
い
此
身
の
上
、

せ
め
て
未
来

地

を
、
ィ
ヤ
サ
ア
ノ
女
房
共
、
手
を
引
て
た
も
い
ま

f
vと
、
い
ふ
に
嬉
し

く
女
房
が
、
身
捺
ヨ
へ
そ
と
／
、
ー
に
、

×

r
 

い
た
わ

b
渡
す
純
杖
の
、
組
き
心

三
重
×

も
ほ
そ
か
ら
ぬ
、
誓
以
は
ふ
か
き
士
宮
坂
の
御
寺
を
、
き
し
て
た
ど
b
行、

漏
出俸
へ
聞
壷
坂
の
観
世
一
音
は
人
皇
五
十
代
、
桓
武
天
皇
奈
良
の
都
に
ま
し
ま

-15ー

×
 

す
時
、
御
眼
病
甚
し
く
此
藷
坂
の
写
像
へ
、
時
の
方
丈
道
喜
上
人
一
百
七

日
の
御
新
穏
に
で
、
忽
卒
愈
有
ラ
せ
ら
れ
今
に
至
っ
て
西
閣
の
、
六
番
の

フ
シ
げ
に

札
所
と
は
皆
人
ム
ヤ
の
知
所
、
賃
－
一
句
、
が
た
さ
震
一
地
な

b
、
伊
し
も
坂
の
下
よ

詠
歌

b
も
詠
歌
を
、

×
 

道
の
し
を
L

り
に
て
、

ナ
ヲ
ス
長
地
ヵ
、
リ
津
市
夫
婦
漸
と
御

詞

寺
間
近
く
詣
来
て
、
コ

V

津
市
様
、
信
心
は
大
事
な
れ
と
、
病
は
無
か
ら



「
摺
へ
聞
〈
」
以
下
、
位
を
も
っ

て
、
ノ
ツ
タ
帯
開
の
早
占
で
き
ら

き

ら

と

運

ぶ

ー

×
住
憎
遭
基
上
人
、
つ
ぼ
の
中
よ
り

蔽
h
リ
い
だ
き
れ
な
け
れ
ほ
帝
坂
と

一
玄
う
と
叉
沙
門
報
恩
の
開
基
で
天

苧
勝
宮
四
年
桓
置
天
皇
の
眼
病
を

癒
す
と
も
惜
え
る

ハ
観
音
購
験
艶
文
叱
十
一
年
）

×
慢
折
、
山
踏
で
木
の
慢
を
折
h
リか

け
て
野
賂
の
し
る
し
に
す
る
、
し

る
べ
、
環
内

え
心
軽
く
、
礎
快
に
、

き
わ
さ
わ
と
、
き
っ
ぱ
り
と

「
頼
う
だ
翻
万
は
何
事
も
わ
っ
き

り
と
し
て
」
狂
言
三
本
柱
）

×
噴
い
つ
L
死
ぬ
恩
院
悟
を
き
め
て
い

る
と
い
う
ウ
レ
ヒ
の
心
を
表
面
へ

出
き
ず
、
そ
れ
を
『
間
」
で
表
わ

す
－
と
与
は
一
足
づ
L
歩
ぎ
つ
L
唄
う

節
付
に
な
っ
て
い
る

『
う
き
が
清
か
」
（
間
）
無
の
ウ

レ
ヒ
の
駐
を
語
り
、
カ
ハ
ツ
子
、

カ
プ
セ
テ
、
「
情
が
う
き
か
」
と

鰻
け
叉
問
、
チ
ン
ッ
、
チ
、
ン
ツ

チ
ツ
ン
ツ
は
無
を
換
え
、
「
露
と

ぺ間
υ
滑
え
ゆ
く
」
は
充
分
寂
し

く
突
の
テ
チ
ン
は
特
に
大
切
に
、

津
市
の
無
持
で
カ
プ
セ
、
『
我
が

身
の
」
は
極
め
て
寂
し
〈
、
オ
ホ

タ
と
凋
慌
が
と
ほ
れ
と
与
を
で
衆
て

と
い
ふ
か
ら
は
、
お
前
の
様
に
し
ぼ
／
＼
と
、
ふ
さ
い
で
計
リ
居
ゃ
し
ゃ

ん
す
と
、
猶
病
は
お
も
な
ら
ふ
、

×
 

3

V

乙
λ
な
時
に
は
わ
っ
き

b
と、

日

う
た

頃
覚
へ
の
歌
な
b
と
、
気
ば
ら
し
に
識
は
ん
し
た
ら
ど
ふ
ピ
や
の
、

ム

、

ほ
ん
に
そ
ふ
じ
ゃ
の
、
わ
が
み
の
云
や
る
遁
b
、
く
よ
／
＼
思
ふ
は
目
の

毒
じ
ゃ
、
そ
ん
友
ら
ア
ノ
さ
ら
へ
と
思
ふ
て
や
っ
て
退
ふ
、
し
か
し
、
誰

F
O
 

司

tム

×
買

も
見
て
い
や
せ
ぬ
か
や
、

z
z
偉
ょ
、
憂
が
情
か
情
が
憂
か
、

チ

Y

ツ

チ
チ

Y

ヅ
チ
ヅ
ン
ツ
露
と
消
行
、

テ
チ
ン
我
身
の
上
ほ
、

チ

ン

チ

チ

チ
リ

Y

ヅ
テ

調
ア
イ
夕
、
、
、

チ
リ
ヅ
テ
ン

ト
ン
ジ
ヤ
ン

ア
し
、
も

党
、
今
け
つ
ま
づ
い
て
、

跡
の
舎
の
手
み
な
忘
れ
た
、

ア
ハ
、
、
、
、

／
ホ
、
、
、
、
、
と
、

地
歌
を
暫
し
の
道
事
代
、
御
本
堂
へ
と
登
b
来
て
、



は
じ
め
て
ウ
・
レ
ヒ
を
表
商
に
出
ず

そ
の
℃
れ
か
〈
し
に
全
然
か
わ
っ

て
「
ゥ
、
、
ヘ
ハ
」
か
ら
ノ
ジ
は

じ
め
チ
ン
チ
、
チ
リ
ン
ツ

l
以
下

の
合
の
手
は
蹴
つ
ま
づ
〈
よ
う
に

十
分
ノ
ッ
チ
踊
り
聞
で
唄
う

×
と

L
は
お
里
で
あ
げ
き
す
の
が
よ

い
が
津
市
で
や
っ
て
も
よ
い
、
近

頃
は
土
の
句
だ
け
や
る

品
川
ア
／
＼
津
市
様
、
ソ

ν
観
音
様
へ
京
市
た
は
い
な
、

A

ア
毛
ウ
愛
が
観
音

様
か
、

ヤ

V

メ
＼
有
難
や
／
＼
、

ハ
ァ
、
な
h
u
あ
み
だ
悌
／
＼
／
＼
、

／
＼
、
＝

ν
／
t
t
之
ち
の
入
、
今
脊
之
そ
ゆ
っ
く

b
と
、
御
詠
歌
を
夜
も

地

フ

シ

す
が
ら
、
上
ま
せ
ふ
で
ほ
あ
る
ま
い
M

か
と
、
夫
婦
し
て
、
唱
よ
る
詠
歌
の

本

ア

シ

カ

、

リ

×

順

調

咽

歌

馨
す
み
て
、
い
と
し
ん
／
＼
を
殊
勝
な
る
、
岩
を
建
、
水
を
た
L
3

へ
て
脅

円

I

坂
の
、

ナ
ホ
ス
謂

庭
の
い
き
ど
も
浮
土
成
ら
ん
、

2
v
お
里
、
叶
ね
事
と
は
思
へ

共
、
そ
な
た
の
詞
に
し
だ
が
ふ
て
、
来
事
は
来
て
も
中
／
K
1
K
、
此
自
は

治
b
そ
ふ
な
之
と
は
な
い
わ
い
の
ふ
、

ェ
、
比
人
は
い
の
ふ
、
叉
し
て
も

f
lそ
ん
な
事
、

コ
V

比
者
坂
の
観
音
様
、
む
か
し
桓
武
天
皇
様
、
奈
良

の
都
に
ま
し
ま
す
時
、
限
病
に
て
御
悩
、
夫
放
に
此
観
一
音
様
へ
、
御
立
願



×
か
ん
ま
へ
て

l
か
ま
へ
て

無
を
付
け
て
、
心
し
て
、
決
し
て

ど
と
へ
も
行
ぎ
な
さ
る
な

－
な
さ
れ
た
時
、
早
速
御
限
が
明
党
げ
な
、
夫
故
お
前
に
勤
る
も
、

ρ

テ
モ

ウ
天
子
様
じ
や
と
い
ふ
た
漣
、
だ
と
へ
虫
け
ら
の
様
意
我
々
で
も
、
あ
た

に
隔
は
な
い
は
い
な
、

モ
兎
角
信
心
と
い
ふ
物
は
、
気
を
長
う
歩
み
を
逗

ん
で
、
心
を
銭
め
一
心
に
、
お
槌
b
申
せ
ば
何
品
事
も
、
叶
へ
て
や
ろ
と

の
お
慈
悲
じ
ゃ
は
い
の
ふ
、

地
早
ふ
お
唱
;....,. 

そ
ん
友
事
を
い
ふ
手
間
で
、

申
シ
ま
せ
ふ
と
力
を
付
，
れ
は
い
か
さ
ま
の
ふ
、
ほ
ん
に
一
去
や
れ
ば
共
と
ふ

b
、
そ
ん
な
ら
わ
し
は
今
惣
円
か
ら
、
三
日
の
問
、

之
、
に
断
じ
き
す
る
程

代
、
そ
な
た
は
早
ふ
内
へ
い
ん
で
、
何
角
の
用
事
住
ま
う
て
お
じ
ゃ
、
治

る
と
も
、
治
ら
ね
共
、
此
三
日
の
間
が
蓮
定
め
、
，
X

、
よ
ふ
い
ふ
て
下

3

ん
し
た
、
そ
ん
な
ら
私
も
内
・
へ
蹄
b
、
何
角
の
用
事
片
付
て
来
ま
せ
ふ
、
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い
ん
吋
ヲ
、
ど
と
へ
」
は
津
市
の
自
分

d

の
死
場
所
を
教
え
ら
れ
た
と
と
ろ

で
あ
る
か
ら
慌
て
無
味
の
動
揺
し

た
吐
で
語
り
「
行
か
う
ぞ
」
で
一

寸
止
ま
り
、
無
の
閣
を
語
り
、
そ

の
て
れ
か
〈
れ
し
に
カ
ハ
ヅ
テ
今

夜
か
ら
観
音
標
と
、
ャ
、
夕
、
ピ

ピ
キ
、
ヂ
ャ
、
と
拍
子
を
十
分
ツ

メ
て
云
う
の
で
究
の
突
い
の
と
り

や
り
が
面
白
〈
な
る

×
と
つ
か
は

l
あ
た
ふ
た
と

急
ぎ
あ
わ
て
る
と
と
、
足
を
飛
び

交
わ
す
と
と
よ
り
起
る

「
心
そ
ど
ろ
に
と
っ
か
は
と

‘
い
そ
ぐ
理
ガ
谷
」
（
隅
田
川
）

×
か
っ
ぱ
と
ー
が
ほ
と
、
ど
し
ん
と

×
ひ
と
え
に
お
里
の
貞
節
に
謝
す
位

一
杯
で
語
る

×
「
あ
ふ
べ
き
と
と
の
あ
る
べ
き
か

ァ
、
、
、
、
、
チ
ヨ
ン
、
ァ
、
、

、
、
ァ
！
」
か
の
産
字
は
泣
き
下

ら
語
り
、
一
一
一
味
線
も
一
つ
一
つ
雷

を
消
し
て
ひ
〈

が
3

V

津
市
様
、

此
お
山
ば
け
は
し
い
山
み
ち
、

殊
に
坂
を
整
リ
て
右
へ

×
 

行
ば
、
幾
何
ン
丈
共
知
ね
谷
間
じ
ゃ
涯
に
、
コ
レ
か
ん
ま
へ
て
ど
っ
と
へ

×
 

も
J

ヲ
、
ど
と
へ
行
ふ
ぞ
、
今
夜
か
ら
観
一
音
シ
様
と
、
首
引
じ
・
ゃ
、
ア
ハ

、
、
、
、
、

ホ

、

、

、

、

、

A
F」
笑
な
が
ら
に
女
房
、
が
跡
に
心
は
置
露
の
、

フ

シ

×

散
て
は
か
な
き
別
れ
共
し
ら
で
と
っ
か
は
念
ぎ
ゆ
く
、

入、

跡
に
津
市
只
一

×
ス
ヱ
テ

と
ら
へ
し
胸
の
や
る
せ
な
く
か
っ
ば
と
伏
て
、
、
沈
居
、
た
る
、

-19-

調
コ
レ

×
 
嬉
し
い
ぞ
や
女
房
共
、
此
年
ン
月
の
介
抱
其
上
に
、
貧
苦
に
せ
ま
る
も
い

と
ぴ
な
く
、
只
の
一
度
も
愛
想
っ
か
さ
宇
剰
へ
、
回
か
い
の
見
へ
ぬ
此
身

を
ば
、
大
事
に
か
け
て
た
も
る
志
シ
、
そ
れ
共
し
ら
十
色
φ
の
疑
立
ァ
、

::i 

地

×

v
堪
忍
し
て
た
も
／
＼
、
今
別
て
ぷ
い
つ
の
世
に
、
叉
あ
ふ
事
の
有
事
へ

3



×
「
＝
一
歳
が
聞
か
ら
盲
根
位
を
出
し

「
顧
ふ
て
も
」
の
次
に
フ
ン
ど
鼻

で
朝
突
し
、
「
ナ
ア
1
ン
の
利
盆

も
な
い
も
の
を
」
と
観
音
標
を
馬

鹿
に
し
た
位
で
す

×
十
分
ウ
レ
ヒ
で

O
の
け
ぼ
長
者
が
一
一
人
ハ
諺
）
績
の

あ
わ
ぬ
者
が
一
緒
に
は
仕
事
が
出

来
ぬ
、
思
い
切
っ
て
は
な
れ
る
と

ご
人
共
に
立
振
に
成
功
す
る

×
賜
っ
て
行
っ
た
お
里
に
い
う
位
｝

：

’

 

×
「
し
て
た
・
も
や
、
ゃ
、
ゃ
、
」
の

最
初
の
ャ
、
は
勢
の
よ
い
一
回
闘
い
ウ

レ
ヒ
択
は
楕
低
〈
、
最
後
の
ヤ
で

泣
き
入
る

カ
ハ
ヅ
テ
「
最
前
聞
け
ほ
」
は
精

め
て
「
谷
間
」
と
云
う
一
句
は
自

分
の
死
場
所
な
の
だ
か
ら
十
分
注

意
し
て
患
で
去
号
、
｝
寸
止
つ
℃

「
と
の
と
と
」
は
寂
し
く
「
是
究

寛
の
最
後
所
」
は
突
込
み
、

×
紹
好
の
、
最
も
よ
い
死
に
場
所

×
『
か
L
る
：
・
あ
ら
ん
」
ま
で
へ
ダ

ッ
テ
「
ム
、
宰
に
夜
は
更
け
た
り

」
は
力
を
入
れ
「
人
な
き
中
に
」

を
両
ソ
レ
ヒ
で
し
め
、
『
ヲ
そ
ふ
じ

d
l
L
は
い
よ

fx最
穫
の
狭
心
を

か
、
ふ
便
の
者
ゃ
い
ぢ
ら
し
や
と
、
大
地
に
ど
ふ
と
身
を
打
伏
前
後
、
ふ

ゃ

う

や

う

×

謂

か
く
に
領
主
し
が
、
地
漸
に
顔
を
上
て
歎
く
ま
い
／
＼
1
、
一
一
一
年
が
間
女
房

×
 

が
、
信
心
凝
し
て
願
ふ
て
も
、
何
の
利
盆
も
な
い
物
を
、
い
つ
ま
で
生
て

も
詮
な
い
此
身
、

O

て
う
じ
ゃ

退
ば
長
者
が
二
人
の
に
と

世
の
諺
に
も
い
ふ
通
b
、

×
 

へ
、
わ
し
が
死
の
が
そ
な
た
へ
返
種
、
生
者
な
が
ら
へ
て
い
づ
れ
へ
成
リ

一20-

と

×
 

よ
さ
縁
付
を
し
て
た
も
、
や
、
や
、
や
、

ア

ム
、
、
最
前
開
ヶ
ば
、

×
 

ノ
坂
を
登
b
て
右
へ
行
ば
、
幾
何
丈
共
し
れ
ね
谷
間
と
の
事
、
是
究
意
の

×
 

最
期
所
、
か
、
る
霊
地
の
土
と
成
ば
、
未
来
は
助
ヵ
る
事
も
あ
ら
ん
、
ム

夕
、
キ

二
辛
に
夜
は
更
け
た

b
、
人
な
忌
中

K
、
ヲ

そ地
ふ

じ
-? 

と
立
上

夕

、

キ

×

鱒

b
、
観
る
、
心
取
直
し
、
上
る
段
曲
、
。
へ
四
つ
五
つ
拡
や
鵠
慌
の
鐘
の
戸
、

4

・不



L
て
立
上
る
の
だ
か
ら
十
分
力
を

入
れ
て
出
、
「
ミ
1
ィ
、
、
、
ダ

ア
ル
」
と
曹
を
廻
し
「
コ
、
ロ
」

マ
直
り
「
ト
ヲ
リ
」
エ
ツ
と
掛
聾

ナ
1
ホ
シ
ツ
を
チ
テ
ン
ツ
ン
、
ツ

ン
と
う
け
、
「
上
る
」
か
ら
傑
り

聞
で
運
ぶ

「
上
ル
」
チ
ン
、
チ
ン
「
ダ
1

ン

」
チ
ン
、
チ
ン
，
「
サ
エ
」
チ
、
チ

ヨ
ン
、
ョ
、
ッ
、
ィ
ツ
ツ
ウ
」

×
更
け
渡
る
と
語
る
人
あ
り

「
嘆
の
」
の
「
の
」
ほ
太
夫
も
一
一
一

味
線
も
ウ
レ
ヒ
か
ら
中
ギ
ン
へ
に

じ
り
「
カ
ネ
ノ
コ
1
」
は
雷
を
遭

っ
て
出
「
エ
T
ツ
」
を
強
〈
廃
張

り
に
一
一
一
味
線
も
「
ト
ツ
ツ
ン
ツ
ン

ツ
ン
」
と
手
厚
〈
一
策
に
揮
き
「

エ
」
で
壇
が
深
山
に
ひ
ど
き
渡
る

「
イ
ザ
最
後
時
患
が
ん
ト
ヲ
、
杖

を
力
に
盲
目
の
、
サ
グ
ゥ
、
、
、

、
、
ゥ
、
、
、
、
、
ゥ
、
、
リ
、

サ
ァ
、
ハ
一
寸
色
気
も
つ
雷
〉
グ

ゥ
、
、
ゥ
、
、
、
H
Y

ィ
、
、
、
テ

ヨ
オ
ヨ
ォ
、
ト
コ
ナ
タ
ア
ナ
タ
ノ

チ
、
ン
、
チ
、
ン
、
ィ
ャ

O
Oチ

ヨ
ン
ハ
と
掠
え
て
の
り
〉
チ
、
、

、
、
、
、
岩
に
」

「
迎
ひ
ぞ
と
、
ツ
ン
、
杖
を
傍
に

」
の
ツ
ン
は
津
市
が
岩

α上
か
ら
・

谷
震
を
ハ
タ
と
膜
ん
だ
「
ツ
ン
」

で
す
か
ら
手
厚
く
キ
メ
テ
大
切
に

輝
く
、
「
身
の
果
は
」
で
飛
込
ま

M

F

・

ナ

ホ

ス

株

清

が

斗

り

ず
最
期
時
い
ぞ
が
ん
と
、
杖
を
カ
に
盲
目
の
さ
ぐ

b
、

ゃ
う
や
A
P

／
X
て
漸
と
、

ヲ
グ
リ
之
な
た
の
、
山
肩
代
か
き
上
れ
ば
、
い
と
物
す
凄

3
・
谷
水
の
、
流
れ
の

か
た
え

一
菅
も
ど
う
／
＼
と
、
響
く
は
摘
陀
の
迎
ぞ
ご
、
杖
を
傍
に
突
立
て
、
な

む
あ
み
だ
偽
と
誇
共
に
、

フ
シ
ヵ
、

P

が
ば
と
飛
込
身
の
果
は
哀
成
け
る
次
第
也
、

ア
シ
カ
；
い
川
、
る
事
共
一
露
知
ラ
す
い
き
せ
き
道
よ
b
女
房
が
取
て
返
す
も

内
／
』

気
は
そ
Y
ろ
、
常
に
馴
に
し
山
道
も
す
べ

b
落
や
ら
轄
ぶ
や
ら
、
漸
登
る

×
 
坂
の
上
、

コ
リ
ヤ

::z 

v' 

と
ち
の
入
が
見
へ
ぬ
わ
い
な
、
津

詞
ヤ
、
ァ

×

地

×

市
様
、
／
k
t
い
の
ふ
、
津
市
様
い
の
ふ
、
と
尋
廻
れ
ど
芦
だ
に
も
、
人
か

調・

け
さ
へ
も
見
へ
ま
れ
ば
、
あ
衣
食
へ
う
ろ
／
＼
ー
と
な
た
へ
走
b
、
津
市
様

い
の
ふ
、
／

L
と
之
、
か
し
と
木
の
間
を
も
る
、
月
影
試
す
か
せ
ば
何
か



L
、
「
哀
れ
」
チ
ン
は
十
分
ウ
レ

ヒ
で
寂
し
く
弾
〈

×
お
里
の
出
は
三
味
線
よ
り
先
に
カ

プ
セ
て
出
る
「
知
ら
ず
」
で
一
寸
．

留
ま
り
、
ハ
、
チ
、
、
、
、
、
と

積
け
、
「
無
は
そ
H
A

ろ
」
で
押
え

「
常
に
な
れ
に
し
山
道
も
」
か
ら

は
お
里
が
と
ろ
び
／
＼
坂
を
の
ぼ

る
息
を
弾
く

×
「
坂
の
上
」
チ
、
ン
、
チ
、
ン

／
＼
は
惜
聞
で
な
く
キ
ヨ
ロ
／
＼

聞
で

×
三
度
目
の
「
津
市
さ
ん
い
の
ふ
」

は
査
く
泣
い
て
語
る
、
「
た
づ
ね

」
は
上
か
ら
出
て
ウ
レ
ヒ
に
落
す

×
‘
「
こ
り
や
マ
ア
」
か
ら
ギ
ン
ウ
ケ

に
な
り
、
間
風
が
陽
気
に
な
り
以

下
お
里
の
「
グ
ド
キ
」
も
全
部
ギ

ン
ウ
ケ
で
且
つ
お
ど
り
間
で
行
く

但
L
心
は
踊
ら
ず
閣
で
お
ど
る

×
し
だ
ら
は
、
工
合
、
都
合
、
て
い

た
ら
く
、
有
様

ハ
明
け
〈
れ
の
願
ひ
叶
は
ぬ
の
み

か
と
の
し
だ
ら
ハ
生
玉
心
中
）

物
有
と
、
立
寄
見
れ
ば
費
の
杖
、

ハ
ッ
ト
驚
き
蓬
か
成
、
谷
を
見
や
れ
ば

照
月
の
、
党

b
K
分
つ
夫
の
死
骸
、

×
 

ハ
ア
之
hJ
や
マ
ア
ど
ふ
せ
う
悲
し
ゃ

と
、
狩
気
の
如
く
身
を
も
だ
へ
、
飛
お
b
ん
に
も
つ
ば
さ
な
く
呼
ど
ヨ
け

フ

シ

ヵ

、

リ

フ

シ

ペ
ど
共
か
以
も
之
た
ふ
る
物
は
山
彦
の
初
、
手
nJ
外
な
か

b
wる
、
割
引

z

と
ち
の
人
開
へ
ま
せ
肉
、
／
＼
、
／
＼
ー
は
い
な
、
此
年
月
の
轍
難
も
、

v、

円
ノ
』

門
／

ι

と
わ
ぬ
私
が
辛
抱
は
な
、
只
一
ト
筋
に
観
音
様
へ
願
込
て
、
ど
ふ
ぞ
皐
ふ

眼
の
明
キ
ま
す
様
、
お
助
な
さ
れ
て
下
活
れ
と
、
新
ら
ぬ
関
連
も
友
い
物

×
 

を
、
け
P
A
K
限
っ
て
此
し
だ
ら
、
跡
に
残
っ
て
私
し
や
ま
あ
ど
ふ
成
ぞ
い

な

γ
、
ど
ふ
せ
ふ
ぞ
い
な
、
ど
ふ
せ
ふ
ぞ
い
な
／
k
l
／
X
、
ア
ア
是
を
思

へ
ば
最
前

K
、
調
は
し
ゃ
え
し
だ
ア
ノ
歌
は
、
ど
ふ
や
ら
心
に
か
、
っ
た



ヤ
ミ
ィ
、
、
、
、
、
ィ
、
、
ィ
、

、
、
ィ
、
、
、
ハ

0
0
0
0
0
ハ

暗
聾
な
し
で
息
で
閣
を
と
る
）
ヨ

ィ
、
チ
、
、
、
、
、
．
｜
、
ィ
1
ヨ

リ
、
チ
ン
チ
ン
、
ャ
1

ミ
、
ノ
オ

、
、
ォ
、
、
、
ォ
、
、
、
、
シ
、

デ
、
ノ
、
ィ
ャ
、
タ
ァ
、
、
、
ピ

1
」
お
里
を
死
際
に
十
分
間
ら
せ
た
節

付
が
買
に
偉
大
。

が
、
今
マ
思
へ
ば
其
時
に
、

死
る
覚
悟
で
有
だ
の
か
、

エ
エ
し
ら
な
ん

だ
、
／
＼
／
＼
わ
い
な
、
斯
云
事
－
な
ら
何
の
マ
ア
、
お
前
を
無
理
に
建
一
て

地

来
ま
せ
ふ
、
港
忍
し
て
下
さ
ん
せ
、
／
＼
／
＼
、
ほ
ん
に
思
へ
ば
此
身
程

は
か
友
い
物
が
有
か
い
攻
、
二
世
と
契
b
し
我
失
に
長
や
わ
か
れ
と
衣
る

事
は
、
紳
な
ら
ぬ
身
の
浅
ま
し
や
か
、
る
憂
目
は
前
の
世
の
、
報
以
か
罪
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読
経

か
ヱ
エ
情
な
や
、
此
世
も
見
へ
ぬ
盲
目
の
や
み
よ
ち
閣
の
死
出
の
た
び
、

誰
が
手
引
を
仕
て
く
れ
ふ
、
迷
は
し
ゃ
る
の
を
見
る
様
で
、

い
と
し
い
わ

い
の
と
か
き
く
ど
き
、
く
ど
き
立
／
＼
歎
く
涙
は
官
官
坂
の
谷
間
の
水
や
増

ゃ
う
や
う

る
ら
ん
、
漸
渓
の
顔
を
上
、

ア
ア
悔
ま
い
歎
く
ま
い
、

詞
皆
何
事
も
前

い
そ
ぐ

の
世
の
、
定
b
事
と
諦
め
て
、
夫
と
共
に
死
出
の
旅
、
念
は
か
た
み
の
此



杖
を
、
渡
す
は
此
世
を
去
て
ゆ
く
、
行
先
導
主
給
へ
や
南
無
阿
繍
陀
偽
み

だ
偽
の
、
韓
誇
共
に
谷
間
へ
、
落
て
は
か
意
き
身
の
最
期
貞
女
の
震
と
そ

フ
シ

哀
也
、
頃
は
二
月
中
盗
ゃ
、
本
ア
シ
カ
、
リ
早
明
近
き
雲
間
よ
b
さ
っ
と
輝
く

長
抱

光
明
に
蓮
て
、
聞
ゆ
る
一
菅
奨
の
音
も
妙
な
る
其
中
に
、
い
と
も
け
高
き
上

み

腐
の
姿
を
俵
に
観
世
一
音
、
微
妙
の
御
襲
う
る
は
し
く
、

い
か
に
津
市
承
は

a
4
・
内正

れ、

d
r
前
生
の
業
に
よ
b
青
白
と
な
っ
た
b
、
し
か
も
爾
人
な
が
ら
、
今

自
に
せ
ま
る
命
な
れ
共
、
妻
の
貞
心
又
は
、
日
頃
念
す
る
切
徳
に
て
、
審

命
を
延
し
奥
ふ
ぺ
し
、
此
上
は
い
よ
／
、
信
心
潟
仰
し
て
、
三
十
三
所
を

順
一
躍
な
し
、
札
W
恩
報
謝
・
な
し
奉
れ
、

3
9
ヤ
お
皇
、
／

1
、
津
市
／
＼
、

フ
シ

リ
宣
ふ
樹
麓
諸
共
に
、
か
き
消
如
く
失
給
へ
ば
阜
、
長
朝
の
鎮
の
韓
四
方



× 
よン夢
うのと
テも
、わ
ンカミ

がぬ
無ご
意人
味と
？とも
な、
らテ
ぬ、

×
ヒ
エ

I
と
一
回
一
お
ど
ろ
い
て
、

あ
た
り
を
キ
ヨ
ロ
キ
ヨ
ロ
見
廻
す

閣
を
お
い
て
「
ホ
ン
－
一
と
り
や
目

が
開
い
た
」
と
語
る

「
目
が
あ
い
た
目
が
あ
い
た
」
は

喜
ぶ
と
云
う
よ
り
む
し
ろ
ウ
レ
ヒ

で
土
に
な
き
入
る
形
を
語
り
表
わ

す
×
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
有
難
う
ご
ざ
、

い
ま
す
に
な
っ
て
最
後
に
泣
き
入

ち
ま
す
、
そ
し
て
ふ
っ
と
無
が
つ

い
て
「
ウ
ム
、
そ
し
て
ア
ノ
お
前

は
：
：
：
」
と
な
る

地

X

に
、
以

Y
B
て
明
行
袋
、
ほ
の
ん
’
＼
く
ら
き
谷
間
に
は
、
夢
共
分
ね
二
人

共
、
む
っ
く
と
起
て
、

調
ヤ
ア
之
な
た
は
津
市
殿
、

ア
ア
、

コ
V

と
ち
の

×
 

入
、
お
前
の
眼
が
明
て
有
が
な
、

z
z
、
ア
ノ
、
ほ
ん
に
コ
り
ヤ
眼
が
明

て
明
、

ヲ
ヲ
眼
が
明
党
、
／
、

1
f
l
f
k
／
、
、

f
t、
眼
が
明
党
、

×
 

チ

Z

Z

観
音
様
の
お
か
げ
、
有
難
ふ
ど
ぎ

b
ま
す
、

f
＼
／
＼
／
X
／
＼
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わ
い
の
ふ
、

ム
ム
、
そ
し
て
ア
ノ
、
お
前
は
マ
ア
ど
な
た
じ
ゃ
へ
、
ど
な

た
と
は
何
ぞ
い
の
、
コ
レ
．
な
は
お
前
の
女
房
じ
や
は
い
な
、

z
z
、
ア
ノ

お
前
が
わ
し
の
女
房
か
へ
、
コ
V

A

H

V

タ
り
、
始
め
て
お
自
に
か
、

b
ま

す

ア
ア
嬉
し
や
／
＼
、
夫
氏
付
て
も
ふ
し
ぎ
な
事
、
五
し
く
わ
し
は
谷

へ
落
、
死
だ
と
思
ふ
て
何
に
も
知
ね
共
内
に
、
観
音
様
が
お
出
な
さ
れ
、



×
一
眼
の
誼
浮
木
に
逢
う
と
一
宮
ふ
諺

で
思
い
設
け
ぬ
喜
び
に
云
う

世
に
生
れ
て
人
と
罵
る
は
睡
し
、

猫
大
海
中
の
盲
錨
浮
木
の
孔
に
値

ふ
如
し
ハ
浬
襲
鰹
）

×
水
も
漏
さ
ぬ
仲

交
情
の
と
ま
や
か
な
仲

な
ど
て
か
く
謹
ひ
が
た
み
と
も
な

り
ぬ
ら
ん
水
漏
ら
さ
じ
と
契
り
し

J

も
の
を
ハ
伊
勢
物
語
）

前
生
の
事
、
綿
々
と
御
し
ら
せ
、

サ
イ
ナ
ア
、
私
も
お
前
の
あ
と
を
遣
、

谷
へ
落
だ
に
蓬
は
な
い
、
が
身
内
に
一
つ
も
庇
付
争
、
其
上
お
前
の
お
限

は
明
、

ホ
、
ヨ
リ
ヤ
マ
ア
夢
で
は
な
い
か
い
な
、

ム
ム
そ
ん
な
ら
今
、
津

市
／
＼
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
コ
リ
ヤ
観
音
様
が
直
々
に
、

お
呼
生
下
さ

れ
ま
し
た
に
逢
は
友
い
、
..；，、
、
.，＞、、
ハ
ア
有
が
だ
や
一
夜
・
な
や
、
是
よ
b
直

-26ー

×
 

は
お
種
参
b
は
浮
木
の
畿
、
始
て
奔
む
日
の
光
b
は
、
年
立
か
へ
る
心
地

二
上
り
唄

ぞ
や
、
是
ぞ
誠
に
観
音
の
、
御
利
生
有
け
る
や
、
見
へ
ぬ
限
も
見
へ
明
ら

×
 

か
に
、
有
が
た
か

b
け
る
新
玉
の
、
年
立
鯖
る
如
く
に
て
、
水
も
洩
さ
ね

夫
婦
の
命
も
助
か

b
け
る
は
、
誠
に
目
出
、
だ
ふ
さ
ふ
ら
い
け
る
。

け
ふ
は

嬉
し
ゃ
杖
を
納
て
折
し
も
朝
の
、
日
の
目
を
奔
マ
、
お
種
申
や
一
澗
や
傍
、



ハ
主
と
し
て
鴻
池
幸
武
氏
の
謹
八

璽
訴
に
よ
る
）

高
見
せ
給
ふ
は
是
備
に
観
世
音
、

是
偏
に
観
音
の
、

誓
の
重
き
は
岩
を

へ
て
壷
坂
の
庭
の
い
さ
ど
も
浮
土
成
ら
ん
御
し
め
し
有

建
、
水
を
た
、

難
、
か
b
け
る
一
一
一
重
御
法
也
。

一2?-



む 老 け源 カ

す
け ,"k 太
女 ヲヨ の る〆

め 形 ジ 箱、

フ 是主 フ

観 女 座
役

世
房 頭

お 津
名

菅 皇 市

御
IF 

市津内 場

、

fl 
御 名

寺 寺

現務付 段唐
Y由

坊り、 毛 付
重量、

の
主冠す 勝

、つ UI 

描 青 f苗 眉
き

眉
さ与

唐 眉

白 白
薄 塗カ

ジtm 色ラ

-28-



吉
田
玉
造
、

玉

助

の

型

最
初
口
上
鯛
が
潤
ん
で
幕
が
明
〈
と
、
ご
の
手
ハ
奥
の
手
摺
）
問
に
捜

葺
幕
を
垂
れ
1

下
手
に
童
書
を
立
掛
け
、
本
手
門
間
の
手
摺
）
は
張
物
で

見
切
っ

τあ
る
o
が
て
大
和
憲
坂
寺
附
近
水
茶
尾
の
体
で
、
と
h

は
竹
本

隅
置
太
夫
の
溜
る
h
リ
、
鶴
律
錨
太
郎
の
一
三
味
栂
だ
。
先
づ
J
D
下
か
ら
仕
出

し
が
ご
人
出
て
突
嘗
h

リ
、
そ
と
へ
下
手
か
ら
茶
店
の
揮
が
出
て
聞
が
ほ
る
虚

へ
、
上
手
か
ら
津
市
女
磨
お
里
が
美
し
い
世
話
女
房
の
人
形
、
潰
し
島
田

に
漣
茸
の
新
藁
を
か
け
、
議
葺
の
嬬
禅
の
際
、
黒
嬬
子
の
擦
の
掛
っ
た
柑

無
地
の
肩
入
あ
る
奮
い
鼠
小
綬
の
看
附
黒
無
地
の
引
か
け
帯
、
茶
地
に
柑

の
格
子
縞
の
あ
る
間
重
、
，
帯
の
右
寄
の
下
に
白
地
の
手
拭
を
挿
ん
で
出
て

来
て
、
一
寸
後
を
振
返
っ
て
痔
む
の
は
、
今
曹
坂
寺
に
参
詣
し
士
僕
り
道

の
心
な
の
だ
。
す
る
と
間
の
仕
出
し
は
お
里
と
知
る
人
の
心
で
曾
圃
惜
し
、

一
人
は
上
手
、
一
人
は
下
手
に
な
り
お
車
を
虞
中
に
お
い
て
、
葎
市
の
標

な
盲
人
に
お
前
の
標
な
美
し
い
女
屠
は
あ
っ
た
ら
も
の
だ
と
い
ふ
や
う
な

と
と
を
摸
舌
る
と
、
お
里
は
右
の
手
マ
手
拭
を
持
ち
一
寸
蹴
ず
掛
川
く
と
と

が
あ
る
。
そ
れ
で
仕
出
し
は
下
手
へ
入
る
と
、
お
畢
も
我
家
へ
掃
る
心
で

下
手
へ
入
る
が
、
と
L
ま
で
の
人
影
は
皆
黒
衣
だ
。
そ
と
で
木
が
入
h
リ捜

葺
幕
を
切
っ
て
落
す
と
、
今
度
は
一
面
の
世
話
家
吉
、
下
手
に
山
の
張
物

を
見
せ
、
例
の
曜
の
入
口
は
開
放
し
で
、
上
り
ロ
の
庭
先
に
砧
の
台
と
桔

が
据
ゑ
て
あ
る
。
入
口
の
奥
は
披
羽
目
、
横
い
て
正
面
は
鼠
壁
、
慢
麗
ロ

悌
壇
「
け
ん
ど
ん
』
の
下
の
押
入
と
い
ふ
順
で
、
悌
壇
に
は
、
六
字
の
名

競
を
書
い
た
掛
物
が
掛
っ
て
屋
る
。
そ
の
上
手
の
附
毘
体
は
正
面
に
障
子

を
閉
め
、
ご
の
手
の
主
に
は
針
箱
と
仕
立
物
な
ど
が
お
い
て
あ
る
。
郡
て

座
頭
津
市
内
の
体
で
、
竹
本
大
隅
太
夫
の
濁
る
り
に
、
鶴
揮
叶
の
三
味
線

だ
。
「
夢
か
浮
世
か
浮
世
が
夢
か
」
の
チ
ヨ
ボ
で
、
暖
国
間
口
か
ら
吉
田
玉

助
の
お
里
が
、
問
の
鮮
で
白
地
の
手
拭
を
姉
さ
ん
冠
り
に
し
て
橿
を
掛
け

曹
の
中
形
の
「
の
り
か
へ
」
ハ
涜
濯
着
物
）
を
摺
へ
て
出
て
、
「
夢
て
ふ

畢
に
住
み
な
が
ら
」
の
内
、
庭
に
出

τ、
冠
っ
た
手
拭
を
取
っ
て
、
砧
の

台
の
題
を
は
た
き
、
そ
の
手
拭
を
帯
の
右
寄
の
下
に
挿
み
「
の
り
か
へ
」

を
砧
の
台
の
上
に
置
き
、
砧
で
敵
い
て
居
る
D

「
よ
し
車
曳
の
大
和
路
や

曹
坂
の
片
聾
」
の
内
、
上
手
正
面
の
障
子
を
津
市
が
明
け
る
心
で
引
い
て

取
る
と
、
吉
田
玉
謹
の
座
頭
薄
市
は
、
醜
い
坊
主
量
の
人
影
、
褐
色
の
石

持
、
瓦
色
の
帯
で
、
首
を
事
一
れ
、
聞
を
組
み
、
胡
座
を
掻
い
て
居
る
が
、

思
案
に
暮
れ
る
体
で
、
右
の
手
枕
で
ゴ
ロ
リ
と
横
に
な
り
「
土
面
町
に
揮

市
と
い
ふ
座
頭
あ
り
」
の
内
、
叉
起
上
旬
、
頬
杖
を
突
い
て
座
り
も
「
生

れ
付
だ
る
正
直
の
、
琴
の
稽
古
や
三
味
線
の
」
の
内
、
＝
一
味
線
を
取
出
し

「
糸
よ
り
細
き
身
代
の
薄
き
閣
の
管
み
に
」
の
内
、
調
子
を
合
せ
、
援
へ

ま
め
や

鼻
の
油
を
附
け
る
。
「
妻
の
お
里
は
健
か
に
、
夫
の
手
助
け
賃
仕
事
、
つ

ど
れ
さ
せ
て
ふ
洗
濯
や
、
糊
か
へ
物
を
訂
盤
の
、
雷
も
幽
の
く
ら
し
危

一2ヲー



h

こ
の
内
、
お
里
は
砧
を
打
ち
や
め
て
内
へ
上
り
、
「
の
り
か
へ
」
を
暖

揮
口
に
入
れ
、
前
へ
出
て
仕
立
物
に
掛
り
、
縫
っ
て
、
綴
針
を
し
て
、
歯

で
切
り
司
留
針
を
す
る
。
「
烏
の
聾
鐘
の
雷
さ
へ
身
に
梁
み
て
、
思
ひ
出

す
理
課
が
先
へ
、
落
ち
て
流
る
る
昧
背
の
川
に
」
で
は
、
津
市
は
こ
の
唄

を
唄
ふ
心
で
三
味
線
を
噴
き
、
「
授
が
」
の
件
、
「
落
ち
て
」
の
件
な
ど

は
首
を
左
に
傾
げ
て
漢
の
溢
れ
る
心
を
見
せ
る
。
お
里
は
、
『
掠
背
川
」

の
件
で
、
唄
の
方
に
心
附
き
、
津
市
を
慰
め
る
心
で
仕
立
物
を
惜
し
な
が

ら
上
手
を
見
て
、
「
ォ
、
是
は
是
は
津
市
さ
ん
、
け
ふ
は
何
と
恩
ふ
て
ぞ

ら
、
三
味
線
出
し
て
、
好
い
機
嫌
掛
り
や
の
ホ
、
、
、
』
の
詞
に
な
る
。
津

市
は
、
「
ォ
、
お
里
か
」
で
三
味
線
を
下
に
置
き
、
「
そ
な
た
、
あ
の
、

お
れ
が
三
味
線
引
ぐ
を
好
い
機
嫌
に
見
ゆ
る
か
や
」
で
下
手
を
見
込
む
o
’

お
里
の
「
あ
い
な
ア
」
に
劃
し
、
津
市
は
「
お
り
ゃ
そ
ん
な
無
ぢ
ゃ
な
い

わ
い
な
う
」
で
右
の
手
を
振
り
、
『
も
う
も
う
も
う
賓
が
詰
ま
っ
て
語
ま

っ
て
」
で
胸
を
苛
ち
、
「
い
っ
そ
死
ん
で
も
の
け
う
」
で
開
へ
乗
出
し
、

お
里
の
「
エ
一
、
」
に
醤
L
、
「
い
や
き
あ
の
」
で
無
を
費
へ
、
「
死
ん
で

仕
舞
ふ
理
」
で
顕
を
瞳
り
、
「
窯
が
欝
い
で
な
ら
ぬ
わ
い
な
う
」
と
い
ひ

『
い
や
と
れ
お
里
」
で
下
手
を
同
ぎ
て
左
の
手
を
柱
に
か
け
て
、
「
わ
し

や
そ
な
た
に
、
ち
と
尋
ね
た
い
事
が
あ
る
」
と
い
ひ
、
お
里
が
仕
立
物
と

J

掛
篭
を
片
附
け
、
上
手
へ
飛
る
と
、
「
ま
あ
ま
あ
ま
あ
下
に
窟
や
下
に
居

申
』
と
い
ひ
お
里
が
傍
へ
寄
る
内
、
自
分
も
員
中
の
家
体
の
上
手
へ
出
て

野
慌
て
拐
ま
あ
、
下
に
居
や
い
た
う
」
で
、
お
里
を
引
き
据
ゑ
て
叉
離
れ

「
外
の
事
で
も
な
い
が
」
で
顕
を
下
げ
、
『
い
つ
ぞ
は
聞
か
う
聞
か
う
と

思
ふ
て
層
た
が
、
丁
度
幸
ひ
」
で
前
向
に
な
っ
て
、
準
を
麿
合
せ
、
「
光

隆
矢
の
如
し
と
や
ら
月
日
の
立
つ
の
は
早
い
物
な
ア
」
で
お
里
の
傍
に
寄

り
、
「
か
う
」
で
南
手
の
人
差
指
を
亜
べ
ご
所
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う

コ
一
年
」
で
右
の
人
差
指
で
左
の
手
を
躍
し
て
、
左
の
手
は
親
指
か
ら
人
差

い
び
，
づ
ず

掃
と
敷
へ
、
「
聴
い
時
よ
り
言
説
、
互
に
心
も
知
っ
て
邑
る
に
」
で
胸
を

古
ち
「
な
ぜ
そ
の
様
に
障
し
ゃ
る
ぞ
」
で
体
を
囲
め
て
寄
り
な
が
ら
右
の

手
を
振
り
、
「
き
っ
ぱ
り
と
古
明
け
て
、
云
ふ
て
だ
も
」
で
そ
の
手
で
拝

み
、
「
と
、
ど
と
や
ら
濁
る
詞
の
端
」
で
、
叉
摺
寄
っ
て
体
を
屈
め
、
爾

手
の
指
先
を
軽
〈
苛
ち
合
す
。
「
お
里
は
更
に
合
知
行
か
ず
、
不
審
な
が

ら
に
」
で
お
里
は
不
審
ら
し
ぐ
右
の
擦
を
進
め
「
そ
り
ゃ
お
前
、
何
を
去

は
し
ゃ
ん
す
、
探
入
し
て
か
ら
一
一
一
年
の
閥
、
も
ほ
ん
に
ほ
ん
に
露
理
も
曙

L
tし
た
事
は
ご
ざ
ん
せ
ぬ
」
で
下
か
ら
津
市
の
顔
を
見
上
げ
、
「
が
そ

れ
共
に
何
ぞ
叉
、
お
窯
に
入
ら
ぬ
事
あ
ら
ほ
、
い
ふ
て
聞
か
し
て
下
さ
ん

せ
、
き
、
夫
が
夫
婦
ぢ
ゃ
な
い
か
い
な
」
で
、
右
の
手
で
聾
を
叩
ぐ
形
を

す
る
。
津
市
が
「
ム
、
き
う
い
や
れ
ほ
、
と
っ
ち
も
一
試
は
う
」
と
い
ひ
、

お
里
が
「
ォ
、
何
な
り
と
も
一
試
は
し
ゃ
ん
せ
」
に
劃
し
て
「
ォ
、
去
は
い

で
か
」
で
乗
出
し
、
「
我
と
夫
婦
に
な
っ
て
丸
三
年
、
毎
晩
七
つ
か
ら
先

寝
毘
ヘ
手
を
や
っ
て
も
、
終
に
一
度
も
層
た
事
が
な
い
」
で
体
を
閉
め
て

雨
手
を
突
る
変
る
出
し
て
床
を
探
る
形
を
す
る
と
、
お
里
は
驚
い
て
下
手

間
に
な
り
、
右
の
手
を
懐
へ
入
れ
ぢ
っ
と
考
へ
る
。
津
市
は
「
そ
り
ゃ
も
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ぅ
、
巴
は
此
標
な
盲
』
で
右
の
手
で
眼
を
と
す
旬
、
「
殊
に
え
ら
い
届
彊

で
、
見
る
影
も
な
い
顔
形
』
で
顔
を
摺
し
、
『
ど
う
で
我
の
無
に
入
ら
ぬ

は
無
理
な
ら
ね
ど
」
で
右
の
手
を
慢
に
挿
入
れ
、
「
外
に
思
ふ
男
が
あ
ら

ほ
、
き
っ
ぱ
り
と
打
明
け
て
」
で
右
の
手
を
出
し
、
「
い
ふ
て
〈
れ
た
ら

此
標
に
、
な
ん
の
盟
を
立
た
う
ぞ
い
」
で
そ
の
手
で
眼
を
と
す
る
。
「
尤

も
喪
と
己
と
は
従
弟
同
士
」
で
お
里
と
自
分
を
指
し
、
｛
専
ら
人
の
噂
に

も
、
あ
の
お
里
は
美
し
い
美
し
い
と
も
聞
く
度
毎
に
巴
は
も
う
』
で
身
を

顧
は
し
て
体
を
間
め
、
－
i

ょ
う
諦
め
て
居
る
程
応
、
倍
無
は
決
し
て
せ
ぬ

ぞ
や
」
で
苦
と
手
を
振
り
、
「
と
れ
ど
う
ぞ
明
し
て
去
ふ
て
た
も
』
で
右

の
手
で
拝
み
、
『
と
立
涯
に
一
式
へ
ど
自
に
も
る
h

漢
詩
込
む
盲
目
の
』
で

一
寸
爾
手
を
お
里
に
掛
け
、
叉
ち
ゃ
っ
と
飛
退
い
て
、
「
心
の
内
ぞ
せ
つ

な
け
れ
」
で
上
手
を
向
い
て
調
援
を
立
て
、
そ
の
上
に
爾
手
を
重
ね
？
え

子
え
エ
え
、
え
エ
え
子
え
｝
の
泣
沼
し
簡
に
な
っ
て
、
首
を
ふ
る
は
し
て

泣
き
な
が
ら
囲
め
、
重
ね
た
手
の
上
へ
目
を
附
け
て
泣
〈
。
が
、
と
、
お
ま

で
の
津
市
は
心
に
隔
て
が
あ
る
か
ら
、
可
成
お
里
の
万
を
見
ぬ
標
に
し
て

外
方
を
向
い
て
白
を
い
っ
て
邑
る
の
が
、
人
形
の
腹
だ
き
う
だ
。
「
開
く

に
お
里
は
身
も
世
も
あ
ら
れ
ず
、
鎚
り
附
い
て
」
で
お
里
は
揮
市
に
鑓
り

＝
て
そ
り
ゃ
胴
愈
な
津
市
さ
ん
、
い
か
に
麓
し
い
私
射
り
や
連
、
現
在
お

前
を
振
倍
て
L
外
に
男
を
持
つ
標
な
、
そ
ん
な
女
子
と
思
ふ
て
か
、
そ
り

ゃ
聞
え
ま
せ
ぬ
せ
ぬ
、
ェ
、
開
へ
ま
せ
ぬ
わ
い
な
あ
」
で
右
の
袖
を
頚
に

嘗
て
、
泣
伏
L
、
「
も
、
と
と
き
ん
や
、
か
L
さ
ん
に
別
れ
て
か
ら
」
で

下
手
へ
来
て
句
「
伯
父
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
お
前
と
一
所
に
育
て
ち
れ

一
一
一
つ
遣
の
兄
き
ん
と
」
で
右
の
謂
で
敏
へ
、
『
一
疋
ふ
て
暮
し
て
居
る
内
に

情
な
や
と
な
き
ん
は
」
で
叉
上
手
へ
寄
り
、
「
生
れ
も
附
か
ぬ
庖
膚
で
、

自
か
い
の
見
え
ぬ
其
上
に
、
貧
苦
に
せ
ま
れ
ど
な
ん
の
そ
の
』
で
雨
袖
を

交
る
交
る
寄
せ
て
自
分
の
安
を
訊
め
、
「
一
旦
殿
御
の
津
市
さ
ん
』
で
津

市
を
見
上
げ
、
『
た
と
へ
火
の
中
水
の
底
」
で
離
れ
、
雨
手
の
人
差
指
を

交
る
々
々
出
し
て
火
の
中
と
水
の
底
の
心
持
を
分
け
「
未
来
ま
で
も
夫
婦

ぢ
や
と
」
で
傍
へ
寄
り
「
思
ふ
ほ
か
り
か
」
で
践
に
鎚
り
『
と
れ
申
し
』

で
顔
を
見
上
げ
『
お
前
の
お
目
を
直
さ
ん
と
」
で
下
手
へ
飛
て
『
と
の
一
宮

坂
の
観
音
標
へ
」
で
右
の
手
を
出
し
て
観
音
標
の
万
へ
見
富
を
附
け
、

「
明
の
七
つ
の
鐘
を
聞
き
」
で
容
を
見
て
、
「
そ
っ
と
」
で
上
手
間
に
な

り
、
『
抜
出
で
只
一
人
』
で
「
チ
ウ
テ
ン
」
（
爾
手
を
突
出
し
て
撃
を
上

に
反
す
形
u
を
し
て
、
忍
び
出
る
振
を
見
せ
、
「
山
路
厭
は
ず
一
一
一
年
越
』

で
、
右
の
手
で
山
を
教
へ
て
ハ
山
の
形
宝
石
皮
薗
〈
）
持
市
の
万
に
寄
り

「
切
な
る
願
に
御
利
生
の
」
で
、
そ
の
手
で
拝
み
、
「
な
い
と
は
い
か
な

る
報
ぞ
」
で
手
拭
を
持
ち
て
賢
へ
、
身
を
ね
ぢ
て
泣
き
落
す
。
「
観
音
標

も
聞
え
ぬ
と
、
今
の
今
ま
で
恨
ん
で
麗
た
ら
」
で
上
手
を
向
き
）
手
を
擦

に
突
き
、
「
私
の
心
も
知
ら
ず
し
て
」
で
傍
に
寄
り
、
「
外
に
男
が
」
で

上
手
か
ら
興
を
見
て
、
「
あ
る
や
う
に
」
の
聞
に
手
拭
で
一
一
度
津
市
の
肩

を
軽
〈
打
ち
、
「
今
の
お
前
の
二
一
一
口
が
、
私
は
盟
が
た
つ
た
わ
い
な
」
で

津
市
の
膝
に
手
を
掛
け
て
泣
伐
し
「
お
オ
お
オ
お
、
お
オ
お
オ
お
」
と
盛
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込
む
節
に
合
せ
て
足
拍
子
を
さ
せ
な
が
ら
下
手
へ
飛
で
「
口
説
き
立
て
た

る
自
衛
の
渡
の
色
ぞ
誠
な
り
」
で
座
っ
て
左
の
足
を
立
膝
に
し
、
顔
を
下

L
ご

手
聞
に
伺
向
け
、
爾
手
で
手
拭
を
扱
〈
標
に
侍
っ
て
眼
に
富
て
、
そ
の
手

拭
を
そ
の
鮪
下
し
て
ロ
に
櫛
へ
て
泣
ぐ
0

「
始
め
て
聞
き
し
妻
の
誠
、
今

更
何
と
津
市
が
」
で
体
を
乗
出
し
、
「
詫
の
調
も
漢
撃
」
で
左
の
片
騒
を

立
て
、
「
あ
L
そ
れ
女
房
共
、
何
に
も
一
試
は
ぬ
壊
忍
し
て
た
も
」
で
右
の

手
を
出
し
て
拝
み
、
「
謀
っ
た
謀
っ
た
誤
っ
た
わ
い
の
う
」
で
右
の
袖
を

下
か
ら
顔
に
醤
て
L
泣
伏
L
、
「
も
う
、
さ
う
と
は
知
ら
ず
不
具
の
癖
に

愚
餌
ほ
か
句
、
と
れ
棋
へ
て
た
も
れ
と
ほ
か
り
に
て
」
で
、
お
里
を
探
る

心
層
拝
み
、
「
手
を
合
し
た
る
詫
渡
」
で
お
里
の
肩
に
手
を
掛
け
、
「
柏

や
検
を
ひ
た
す
ら
ん
」
で
後
へ
下
h

リ
手
を
合
せ
る
が
、
と
ふ
で
津
市
の
看

附
の
膚
が
自
然
に
下
h

リ
、
黒
傑
の
掛
っ
た
桃
色
の
需
梓
が
ほ
の
毘
え
る
ョ

お
里
一
は
「
あ
L
セ
れ
、
蓮
添
ふ
女
患
に
何
の
詫
」
マ
津
市
の
傍
へ
寄
っ
て

合
せ
だ
手
を
引
分
け
、
「
お
前
の
同
時
晴
れ
た
れ
ほ
、
私
し
ゃ
死
ん
で
も
本

墓
ぢ
や
わ
い
な
あ
な
あ
」
で
右
の
手
で
津
市
の
手
を
押
へ
、
左
で
脊
を
摩

る
、
津
市
は
「
き
う
い
ふ
て
た
も
る
理
費
身
の
手
間
、
面
白
な
い
わ
い
の

う
」
で
顕
を
雨
納
で
曙
七
、
「
が
、
そ
れ
理
に
信
心
し
て
た
も
っ
て
も
、

巴
が
此
眼
は
」
で
右
の
手
で
眼
を
と
す
り
「
と
れ
ま
、
一
直
h

り
は
せ
ぬ
わ
い

の
う
」
で
そ
の
手
を
横
に
振
る
。
お
里
は
「
ェ
、
、
そ
り
ゃ
ま
あ
何
を
去

は
し
ゃ
ん
す
ぞ
い
な
、
此
年
月
の
霊
難
、
雨
の
夜
雲
の
夜
君
主

で
上
と
下
を
見
て
、
「
報
は
ぬ
私
が
洗
足
掛
静
り
も
、
み
ん
な
お
悶
の
露
ぢ

や
ぞ
へ
」
で
津
市
の
騒
を
叩
〈
。
津
市
は
「
き
あ
夫
程
に
析
蓄
を
揖
け
、

願
ふ
て
た
も
っ
た
君
、
有
難
い
共
壇
し
い
共
」
で
、
右
で
胸
を
押
へ
る
。

お
里
は
「
え
い
何
の
い
の
う
、
私
の
体
は
と
れ
い
な
あ
と
れ
、
お
前
の
体

も
同
じ
事
、
そ
ん
な
愚
簡
を
一
去
は
う
よ
り
、
ち
ゃ
っ
と
心
を
取
直
し
、
翻

雷
標
へ
倶
々
に
、
お
積
み
申
し
て
下
き
ん
せ
下
さ
ん
せ
」
で
津
市
の
脊
を

撫
り
、
「
と
、
夫
を
思
ふ
貞
心
の
、
心
使
ぞ
衷
れ
な
り
」
で
左
の
手
を
夫

の
肩
へ
か
け
る
と
、
揮
市
は
腕
組
を
し
て
考
へ
込
み
、
お
里
も
下
手
を
向

い
て
右
の
袖
を
顔
に
嘗
て
僻
同
〈
C

「
津
市
涙
に
暮
れ
な
が
ら
」
の
次

「
ォ
、
過
分
な
ぞ
や
」
で
右
の
手
花
揚
げ
、
「
女
房
共
」
で
そ
の
手
を
膝

に
突
き
、
「
き
う
そ
な
た
が
一
心
の
、
掘
っ
た
上
は
御
備
の
」
で
右
の
肩

を
落
し
て
手
を
出
し
、
「
枯
れ
た
る
木
に
も
花
が
賢
く
と
や
ら
」
で
、
右

の
手
で
左
の
手
を
摩
り
、
｛
毘
え
ぬ
此
目
は
枯
れ
た
る
木
」
で
眼
を
と
す

り
、
「
あ
，
L
ど
う
ぞ
花
が
喚
か
し
た
い
な
あ
」
で
雨
手
を
藤
に
突
き
「
と

去
ふ
た
躍
が
、
罪
の
深
い
」
で
右
ぬ
手
を
左
へ
か
け
「
此
身
の
上
、
せ
め

て
宋
飛
を
」
で
乗
出
し
、
お
里
の
「
ェ
、
」
で
繁
を
建
へ
、
『
い
や
さ
あ

の
」
で
上
手
を
向
い
て
顕
を
掻
き
、
「
女
房
共
、
手
を
引
い
て
た
も
、
い

ざ
い
ざ
と
」
で
襟
を
掻
き
合
は
す
。
「
い
ふ
に
嬉
し
く
女
房
が
、
身
椿
き

へ
そ
と
そ
と
に
』
で
夫
の
着
物
の
問
を
直
し
て
や
り
、
「
痛
は
わ
渡
す
ほ

そ
づ
え
の
」
で
関
垂
を
外
し
帯
を
締
直
す
。
「
細
き
心
も
」
で
津
市
は
片

躍
を
立
て
、
そ
の
上
に
手
を
お
き
、
一
寸
考
へ
て
立
上
り
「
細
か
ら
ね
」

で
体
を
反
し
、
調
足
で
探
り
な
が
ら
戸
口
ま
で
来
て
、
左
の
手
に
握
り
の

円
ノ
』

『
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附
い
た
枕
を
受
取
り
な
が
ら
岩
の
手
を
桂
に
か
け
、
内
を
見
込
ん
で
『
忌

ヒ
、
、
、
」
と
泣
〈
の
は
喪
家
に
別
れ
を
惜
む
心
な
の
だ
「
警
は
探
き
」

で
本
手
摺
へ
出
る
と
、
お
里
が
雨
戸
を
締
め
る
。
「
顧
阪
の
、
御
寺
を
」

で
津
市
は
考
へ
な
が
ら
一
一
足
三
足
歩
い
て
臓
〈
。
お
里
が
助
け
起
す
と
、

津
市
は
杖
を
突
立
て
、
お
里
は
そ
の
棋
を
押
へ
、
夫
を
見
上
げ
て
額
〈
と

津
市
も
額
き
、
「
き
し
て
ェ
え
f
ろ
え
よ
の
一
一
一
軍
で
、
お
里
は
津
市
の
萎

れ
る
の
を
見
て
、
自
分
も
萎
れ
作
ら
先
に
立
ち
、
左
の
手
や
一
津
市
の
差
出

す
棋
の
先
に
か
け
、
右
の
手
の
手
拭
を
口
で
咽
へ
な
が
ら
下
手
に
入
る
と

木
が
入
h

リ
、
津
市
内
の
道
具
を
上
手
へ
引
き
、
帝
坂
寺
の
誼
具
に
臨
時
る
。

舞
台
は
一
面
に
山
叉
山
の
書
割
で
、
そ
の
聞
に
木
立
の
顕
を
見
せ
、
本
手

摺
も
山
の
張
物
に
隣
諸
る
。
上
手
寄
に
寵
盤
、
そ
の
開
通
に
石
段
が
あ
る
。

床
で
「
た
ど
り
行
く
、
悟
へ
聞
く
宮
坂
の
観
世
雷
は
」
か
ら
「
貫
に
有
難

き
霊
地
な
り
」
ま
で
を
語
る
。
究
の
「
折
し
も
阪
の
下
よ
り
も
詠
歌
を
遣

の
葉
に
て
一
で
、
下
手
か
ら
お
里
が
先
に
立
ち
、
左
の
手
を
糟
に
営
て
、

右
の
手
で
手
拭
を
引
張
っ
て
出
て
来
る
と
、
跡
か
ら
津
市
が
首
を
左
に
傾

げ
、
衣
絞
が
踊
れ
た
心
で
、
胸
を
憤
げ
る
鋪
味
に
し
て
右
の
手
で
枝
を
斜

に
持
ち
左
の
手
で
手
拭
を
持
ち
乍
ら
出
て
「
津
市
夫
婦
や
う
ゃ
う
と
、
此

寺
間
近
ぐ
詣
で
来
て
」
の
内
率
手
摺
の
下
手
寄
へ
来
て
、
お
里
の
「
と
れ

津
市
き
ん
、
信
心
は
大
事
な
れ
ど
、
病
は
訴
か
ら
と
い
ふ
か
ら
は
、
お
間

の
様
に
萎
々
と
、
塞
い
で
計
り
唐
ゃ
し
ゃ
の
す
と
指
摘
は
お
も
な
ら
う
」

と
い
ふ
内
津
市
は
揖
み
、
h
A

里
は
右
の
予
を
津
市
の
脊
に
掛
け
る
、
お
里

が
『
と
れ
と
ん
な
時
に
は
わ
っ
き
り
と
、
日
頃
理
え
の
歌
な
り
と
、
策
晴

L
に
識
は
ん
L
た
ら
ど
う
刷
り
や
の
」
と
い
ふ
の
で
樟
市
が
「
ほ
ん
に
、
さ

う
射
り
や
の
う
」
で
顕
を
下
げ
、
『
我
身
の
去
や
る
温
、
〈
主
く
よ
思
ふ
は

眼
の
毒
訓
り
や
、
そ
ん
な
ら
あ
の
渡
へ
主
思
ふ
て
や
っ
て
の
け
う
」
で
叉
盲

を
下
げ
「
併
し
誰
も
見
て
層
や
せ
ぬ
か
や
」
で
お
里
の
方
を
向
き
、
『
品

、
ま
L
上
、
理
が
情
か
」
で
首
を
尚
一
げ
、
『
情
が
層
か
」
で
立
上
旬
『
チ

ン
ツ
ン
ツ
ン
、
チ
、
ン
ツ
チ
ツ
ン
ツ
ン
」
で
杖
で
合
の
手
を
蛤
ひ
な
が
ら

帽
子
を
取
り
、
「
露
と
」
で
枕
を
突
立
て
L
見
上
げ
、
「
梢
え
行
〈
、
テ

チ
ン
」
で
合
の
手
を
拾
ふ
が
、
津
市
は
此
文
句
を
自
分
の
身
の
上
に
出
べ

て
一
寸
聾
を
締
め
る
の
で
、
お
里
・
も
何
と
な
〈
信
網
掛
り
な
心
で
泣
く
「
設

身
の
上
は
、
チ
ン
チ
チ
チ
リ
ン
ッ
、
テ
チ
リ
タ
テ
ン
」
で
足
柏
子
を
さ
せ

「
ト
ン
シ
ャ
ン
」
の
止
り
で
岩
角
に
臓
〈
と
、
お
里
が
鰐
い
て
抱
ぎ
超
す

津
市
は
『
あ
い
た
L

L
』

L
あ
L
本
う
た
、
今
け
つ
ま
づ
い
て
跡
の
合
の

手
皆
忘
れ
た
、
ア
ハ
ヘ
、
、
」
と
突
ひ
、
お
里
も
『
オ
ホ
、
、
、
」
と
ロ

に
手
拭
を
常
て
L
突
ふ
。
？
と
歌
を
断
的
し
の
種
革
に
」
で
揮
市
は
枝
で
山

の
高
慨
を
探
h
リ
、
『
御
本
堂
へ
と
登
り
飛
て
」
の
内
、
お
里
は
惇
市
の
予

を
引
い
セ
員
中
の
山
漬
か
ら
堂
の
岡
へ
出
て
、
「
さ
あ
き
あ
津
市
さ
ん
‘

そ
れ
観
音
様
へ
飛
た
わ
い
な
」
と
い
ふ
と
、
津
市
が
、
「
は
あ
も
う
と
ゐ

が
翻
普
標
か
」
で
杖
を
伸
ぼ
L
て
探
h

リ
、
「
や
れ
や
れ
有
難
や
有
難
や
』

で
械
を
お
い
て
梢
上
手
間
に
麿
h
リ
、
「
は
あ
・
』
南
無
問
調
陀
悌
南
無
関
蒲

陀
悌
南
無
問
調
陀
悌
南
無
阿
鵡
陀
伺
南
無
岡
輔
陀
開
」
と
A
口
宰
し
て
拝
む

『
宅
咽

司
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と
、
そ
の
下
手
に
妻
も
座
っ
て
拝
む
。
と
－
h

も
本
来
は
堂
の
中
へ
入
る
の

だ
が
、
今
度
は
謹
具
が
間
に
合
は
ぬ
の
で
吠
ら
ぬ
こ
と
に
し
た
の
だ
さ
う

だ
。
お
盟
の
「
と
れ
と
れ
と
ち
の
入
、
今
宵
ζ

そ
ゆ
っ
く
り
と
、
御
詠
歌

を
夜
も
す
が
ら
、
上
げ
ま
せ
う
で
は
あ
る
ま
い
か
」
の
請
が
あ
っ
て
「
と

夫
婦
し
て
、
唱
ふ
る
詠
歌
の
聾
稽
み
て
、
い
と
し
ん
し
ん
と
殊
勝
な
る
」

で
、
津
市
は
員
後
同
に
な
り
、
「
岩
を
建
て
、
水
を
湛
え
て
鹿
坂
の
庭
の

砂
・
も
荷
土
な
る
ら
ん
」
の
御
詠
歌
の
内
、
と
の
歌
の
切
目
に
一
コ
度
雨
手
を

高
く
揚
げ
て
拝
む
。
ご
」
れ
お
里
」
で
左
か
ら
後
を
振
向
き
「
叶
は
ぬ
事

と
は
思
へ
共
、
そ
な
た
の
詞
に
随
う
て
』
で
民
間
に
な
り
、
「
市
刑
事
は
来

て
Jm
中
々
に
」
で
雨
予
を
と
す
旬
、
「
此
限
は
泊
り
さ
う
な
こ
と
は
な
い

わ
い
の
う
」
で
顕
を
下
げ
る
。
お
里
は
「
ェ
、
此
人
わ
い
の
う
、
叉
し
て

も
叉
L
て
も
そ
ん
な
事
j
i
－
－
－
そ
ん
な
事
一
足
ふ
手
間
で
、
唱
う
お
唱
へ
申

L
ま
せ
う
」
と
い
ふ
。
「
力
を
附
け
れ
ほ
、
い
か
様
の
う
」
の
究
に
津
市

が
、
「
ほ
ん
に
云
ゃ
れ
ほ
其
遁
句
、
そ
ん
な
ら
私
は
今
宵
か
ら
、
コ
一
日
の

間
と
与
に
居
て
」
で
左
で
御
堂
を
指
し
「
断
食
す
る
程
に
、
そ
な
た
は
早

う
内
へ
い
ん
で
何
角
の
用
事
仕
舞
ふ
て
お
ぢ
ゃ
、
治
る
共
治
ら
ぬ
共
」
で

限
を
と
す
り
、
「
ζ

の
一
一
一
日
の
聞
が
運
定
め
」
と
い
ふ
。
お
里
は
「
矛
、

主
う
一
式
ふ
て
下
さ
ん
し
た
、
そ
ん
な
ら
私
も
内
へ
鴎
り
、
何
か
の
用
事
片

づ附
け
て
東
ま
せ
う
」
で
障
市
の
上
手
へ
来
て
、
「
が
、
と
れ
津
市
さ
ん
、

此
お
山
は
険
し
い
山
道
、
嫌
に
坂
を
登
り
て
右
へ
行
け
ほ
、
幾
何
丈
と
も

知
れ
ぬ
谷
間
伊
り
や
程
に
、
と
れ
か
ん
ま
へ
て
ど
っ
と
へ
も
恥
の
内
右
の
手

を
揮
市
の
肩
に
掛
け
、
左
で
谷
聞
を
指
す
0

・
保
市
は
、
「
ォ
、
何
躍
へ
行

か
う
ぞ
、
今
夜
か
ら
、
観
音
榛
と
百
引
ぢ
や
、
ア
ハ
、
、
、
」
で
右
の
子

を
出
し
、
ロ
に
昌
て
、
突
ふ
、
お
里
も
「
オ
ホ
、
、
、
」
で
口
を
押
へ
、

「
と
突
ひ
・
な
が
ら
に
女
層
が
、
跡
に
心
は
置
〈
露
の
」
で
間
へ
下
り
、
右

で
棲
を
取
り
乍
ら
下
手
へ
来
て
蹴
き
、
「
散
り
て
は
か
な
ぎ
別
れ
共
」
で

鼻
緒
を
踏
切
っ
た
心
で
、
赤
い
鼻
緒
の
附
い
た
草
履
を
右
の
手
で
取
上
げ

「
知
ら
で
と
っ
か
は
誌
ぎ
行
く
」
で
見
返
り
乍
ら
下
手
へ
引
込
む
。
「
跡

に
津
市
口
ハ
一
入
、
と
ら
へ

L
胸
の
や
る
せ
な
〈
、
か
つ
ほ
と
伏
し
て
泣
き

居
た
る
」
で
津
市
は
岩
に
鎚
り
、
右
の
袖
を
口
に
詰
て
L
上
手
間
に
泣
き

「
と
れ
唱
し
い
ぞ
や
女
思
共
」
で
質
問
に
な
っ
て
顕
を
下
げ
、
「
目
か
い

の
見
え
ぬ
此
身
を
ほ
」
で
右
の
手
で
左
を
打
ち
、
「
大
事
に
か
け
て
た
も

る
志
」
で
静
犠
を
し
「
そ
れ
共
知
ら
ず
白
々
の
疑
ひ
立
、
と
れ
協
怒
し
て

た
も
塙
怒
し
て
た
も
」
で
雨
手
を
合
せ
、
「
今
別
れ
て
は
い
つ
の
世
に
」

で
右
の
手
を
出
し
て
上
手
を
向
き
、
「
叉
逢
ふ
事
の
あ
る
べ
き
か
」
で
臨

を
落
し
、
「
不
便
の
者
ゃ
い
ぢ
ら
し
や
」
で
下
を
見
込
ん
で
首
を
顧
は
し

「
大
地
に
ど
う
と
身
今
一
打
伏
L
」
で
岩
か
ら
滑
り
渚
ち
か
け
、
「
前
後
不

慢
に
歌
き
し
が
」
で
顔
へ
楠
を
宮
て
た
ま
L
岩
の
上
で
泣
伏
し
「
漸
く
に

顔
を
上
げ
」
で
顔
を
上
げ
「
あ
L
嘆
く
ま
い
ノ
ー
、
」
で
首
を
振
り
、
「
一
一
一

年
の
聞
女
房
が
、
信
心
躍
し
て
願
ふ
て
も
、
な
ア
ん
の
利
盆
も
な
い
も
の

を
」
で
左
の
手
を
出
し
「
い
つ
ま
で
生
き
て
も
設
な
い
此
身
」
で
雨
手
者

出
L
「
世
の
諺
に
も
い
ふ
誼
」
で
右
を
左
へ
か
け
「
混
け
ほ
長
者
が
ニ
入

J

J
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響
、
拡
が
死
ぬ
の
は
そ
な
た
へ
返
趨
」
で
我
家
の
万
を
同
〈
心
で
下
手
を

見
込
み
、
「
生
き
容
命
へ
て
い
づ
れ
へ
な
り
と
、
好
き
織
附
を
し
て
た
も

や
」
宅
右
の
手
を
高
く
上
げ
、
「
ゃ
あ
ゃ
あ
ゃ
あ
」
で
力
な
く
端
子
を
出

L
「
ウ
ァ
、
、
、
」
で
口
を
押
へ
た
儲
上
手
を
聞
い
て
泣
き
「
ム
、
、
最

開
聞
け
ほ
、
あ
の
阪
を
登
り
て
右
へ
行
け
ほ
欝
何
丈
と
も
知
れ
ぬ
谷
間
と

の
事
」
で
右
を
左
へ
か
け
、
「
是
究
意
の
最
期
所
」
で
帯
を
締
直
し
、
「

ォ
、
き
う
刷
り
や
さ
う
刷
り
や
と
立
上
り
」
で
、
杖
を
取
り
上
げ
て
宜
主
り
、

「
観
る
L
心
を
取
直
し
」
で
一
寸
杖
を
左
の
肩
に
あ
て
、
そ
れ
を
右
に
取

立
し
て
、
探
り
な
が
ら
歩
き
出
す
と
、
翻
昔
堂
の
誼
具
を
下
手
に
引
き
、

石
段
が
員
中
へ
来
る
と
、
「
上
る
段
さ
へ
、
四
つ
五
つ
」
で
右
の
予
を
段

の
縁
へ
か
け
て
殴
を
上
り
、
「
は
や
更
渡
る
ハ
本
文
は
「
暁
の
」
V

歯
切

聾
」
で
本
釣
が
入
り
、
漸
〈
正
面
の
岩
の
上
で
立
上
る
。
「
い
ざ
最
期
時

患
が
ん
と
、
杖
を
力
に
盲
目
の
、
探
h

り
探
り
て
や
う
ゃ
う
と
」
の
内
、
正

面
の
岩
端
か
ら
両
足
を
交
る
が
わ
る
溶
し
て
探
h
’E

究
に
杖
を
横
に
持
っ

て
手
探
り
を
し
、
一
寸
韻
い
て
岩
端
に
立
て
、
「
と
な
た
の
岩
に
掻
上
れ

ほ
」
で
誼
ひ
な
が
ら
上
手
の
岩
端
ま
で
行
き
、
「
い
と
物
凄
き
谷
水
の
」

で
水
の
雷
を
百
込
み
、
「
流
れ
の
雷
も
ど
う
ど
う
と
」
で
麗
か
ら
覗
い
て

水
普
を
聞
定
め
る
棋
が
あ
っ
て
、
「
響
〈
も
踊
潮
時
の
迎
ひ
ぞ
と
」
で
合
宰

L
て
泣
き
、
「
南
無
同
調
陀
仰
と
諸
共
に
、
が
ほ
と
飛
込
む
身
の
呆
は
、

嚢
れ
な
り
け
る
究
第
な
り
」
で
逆
様
に
谷
へ
飛
込
む
と
同
時
に
水
の
雷
騒

ぐ
釘
込
む
。
そ
と
で
誼
具
を
上
手
へ
引
い
て
、
曹
の
観
音
堂
の
場
に
戻
L

「か
L
る
事
と
も
露
知
ら
ず
、
い
き
せ
ぎ
遺
よ
り
女
房
が
、
取
っ
て
返
す

も
策
は
そ
ど
ろ
」
で
下
手
か
ら
お
里
が
出
て
左
か
ら
稜
を
振
返
り
「
ゃ
う

や
う
登
る
坂
の
上
」
で
堂
の
扉
を
明
け
て
夫
の
見
え
ぬ
の
に
驚
き
、
「
津

市
さ
ん
い
の
う
」
で
雨
手
を
胸
の
前
へ
富
て
、
慌
て
た
心
で
宜
ハ
関
等
を
尋

ね
、
「
人
影
さ
へ
も
見
え
ざ
れ
ほ
」
で
足
拍
子
を
さ
せ
な
が
ら
廻
る
内
、

道
具
を
下
手
に
引
い
て
石
殴
が
属
中
に
来
る
と
「
あ
な
た
入
う
ろ
う
ろ
、

と
な
た
へ
走
h

り
」
で
右
の
手
で
憶
を
取
り
な
が
ら
段
を
上
り
、
叉
「
津
市

き
ん
い
の
う
／
＼
」
と
呼
び
、
「
木
の
聞
を
漏
る
L
月
影
国
」
で
初
の

上
手
か
ら
、
後
に
下
手
か
ら
杖
を
透
か
し
て
見
て
、
「
立
寄
り
見
れ
ほ
阻
買

え
の
杖
」
で
拭
を
抜
く
と
上
手
前
通
に
高
く
月
が
出
る
「
は
っ
と
磨
き
」

で
棋
を
下
に
お
雪
、
「
事
な
る
谷
を
見
ゃ
れ
ほ
照
月
の
」
で
左
の
手
で
岩

端
の
松
の
木
に
つ
か
ま
り
、
お
の
子
を
月
に
壊
し
て
谷
を
見
下
し
、
「
泊

り
に
分
つ
夫
の
死
骸
」
で
驚
い
て
艇
を
下
し
、
「
ハ
デ
」
り
や
ま
あ
ど
う

L
ゃ
う
悲
し
ゃ
と
」
で
体
を
僅
か
ら
乗
り
出
し
て
、
繭
子
を
同
ふ
へ
伸
し

「
狂
痛
の
如
く
身
を
悶
え
」
か
ら
「
叫
叫
ん
山
外
は
な
か
り
け
り
」
ま
で
一
杯

に
泣
倒
れ
る
。
「
ヱ
、
と
ち
の
人
間
え
ま
せ
ぬ
聞
え
ま
せ
ぬ
聞
え
ま
せ
ぬ

わ
い
な
ア
」
で
立
上
り
、
松
へ
陶
手
を
掛
け
て
体
を
振
り
な
が
ら
泣
き
、

「
ど
う
せ
う
ぞ
い
な
ア
ど
う
せ
う
ぞ
い
な
ア
」
で
松
か
ら
離
れ
、
員
中
の

岩
角
に
来
て
泣
伏
し
、
「
今
で
思
へ
ぼ
其
時
に
、
死
ぬ
る
瞳
悟
で
あ
っ
た

る
か
」
で
叉
松
に
寄
り
蕗
ひ
、
「
柑
明
記
し
て
下
さ
ん
せ
」
で
踊
子
を
合
せ

て
泣
き
、
「
ほ
ん
に
思
へ
ほ
此
身
程
」
で
左
の
肌
を
脱
い
で
、
箆
賓
と
蔀
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と
窃
纏
の
嬬
神
恥
化
現
せ
ヱ
一
段
と
契
り
し
｝
で
時
ふ
を
一
一
一
壌
に
指
し
｛
か

L
る
藩
自
は
先
お
の
恨
の
報
ひ
か
罪
か
」
で
樹
予
を
跨
へ
嘗
て
、
そ
れ
を

離
し
て
稽
へ
博
す
様
な
醇
を
し
て
「
ェ
、
関
な
や
｝
で
在
の
稿
を
顔
に
留

て
L
提
議
し
、
「
此
世
も
見
え
ぬ
一
…
線
路
の
〕
で
上
手
に
行
き
、
疑
問
に
な

っ
て
鮪
に
織
を
富
℃
L
泣
念
、
円
轄
よ
り
閣
の
死
出
の
旗
｝
で
部
に
…
行
掛

け
、
横
に
樫
れ
て
右
の
手
・
松
下
に
喪
き
、
突
に
左
の
膝
を
突
い
た
主
に
語

学
を
掛
け
、
そ
れ
を
力
に
し
て
立
主
h
リ
、
叉
殺
に
錦
っ
て
、
円
い
と
し
い

わ
い
の
」
で
謹
上
り
、
父
泣
務
節
で
後
へ
興
っ
て
灘
、
り
、
「
谷
閣
の
氷
や

縁
組
き
る
ら
ん
い
で
般
に
議
器
う
て
控
伏
す
。
円
ァ
、
樺
む
ま
い
悔
む
ま
い

響
詩
事
も
い
で
附
眼
精
の
訟
で
手
試
を
締
め
、
三
大
と
共
に
苑
自
の
蹴
い
で

右
の
手
一
全
力
な
く
垂
ら
し
て
、
搾
を
蟻
か
ら
飛
出
L
、
「
議
ぐ
は
慌
の
此

較
を
い
で
緩
へ
一
便
っ
て
紋
を
轄
の
悲
の
輸
に
挿
し
、
「
行
〈
先
瀦
語
句
玉
へ

ゃ
い
で
接
持
に
な
っ
て
合
掌
L
て
拝
み
‘
「
聾
諸
北
ハ
に
い
で
鐙
か
ら
俸
を

噴
出
L
、
「
出
回
女
の
酬
明
と
そ
い
で
立
っ
た
ま
L
俸
を
ず
く
め
て
飛
込
む
と

水
の
曹
を
官
、
込
み
、
吋
謎
な
り
』
で
木
が
入
力
諮
問
問
が
上
か
ら
捧
h
り
て
痛

て
谷
聞
に
な
る
が
、
と
与
の
舞
台
は
興
探
く
譲
っ
た
谷
間
の
樟
撲
で
B

M
鮮

の
立
木
、
水
の
流
れ
な
ど
を
あ
し
ら
っ
て
あ
る
。
「
頃
は
一
一
月
中
程
や
」

か
ら
円
い
と
も
紫
高
き
上
麓
の
」
で
大
F
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
腎
照
会
奨
く

と
、
上
手
の
岩
が
田
繁
に
な
っ
て
、
間
太
部
の
穣
詮
欝
が
、
機
資
の
護
活

鱗
の
袴
、
茶
金
欄
の
者
問
、
競
金
欝
へ
捜
黄
と
額
の
縁
寂
あ
る
挺
掛
の
附

い
た
憲
襲
東
で
立
現
れ
？
饗
の
貞
心
と
信
心
の
開
欝
慌
て
欝
命
を
延
ぼ
す

と
い
ふ
告
が
あ
っ
て
、
筑
間
襲
で
窮
え
る
と
、
門
岡
市
藤
輔
の
謹
の
欝
」
で

大
ド
ロ

V
W
札
佐
野
込
む
。
「
壇
ほ
の
ぐ
ら
ぎ
谷
閥
に
は
」
で
叉
ド
ロ
ド
ロ

を
買
込
む
と
鰐
時
に
、
一
一
の
手
の
岩
嬢
に
伏
し
て
国
た
婦
人
が
も
や
附
い

て
鵡

t
hリ
、
本
平
ず
に
出
て
翻
複
を
既
灘
す
c
お
里
の
「
と
も
の
入
、
お
留

の
艇
が
明
い
て
あ
る
が
な
」
で
部
市
は
「
ほ
ん
手
と
り
や
臓
が
明
い
い
て
あ

る
」
で
我
耐
袖
を
突
る
変
る
距
て
、
「
ォ
、
擦
が
緩
い
た
／
＼
い
で
扇
子

を
上
げ
た
り
限
を
と
？
っ
た
り
し
｛
有
錐
う
ご
ざ
り
ま
す
有
難
う
ご
ざ
り

ま
す
」
で
’
手
を
い
合
せ
て
泣
く
と
＝
妻
も
胸
を
簿
一
P
L、
同
州
じ
〈
合
掌
す

る
。
調
停
甫
は
ご
て
し
て
ま
あ
‘
お
閣
は
ど
な
た
ぢ
品
、
」
と
右
で
指
し
て
隷

ね
、
女
態
と
開
い
て
「
ェ
、
」
と
僻
閥
会
、
刊
と
れ
ほ
し
た
り
、
初
め
て
お

自
に
擦
り
ま
し
た
］
で
両
手
を
大
ざ
く
揚
げ
て
欝
議
を
す
る
。
と
の
内
お

恩
は
掲
の
欝
を
語
り
「
身
内
に
…
つ
も
挺
附
か
ず
」
で
樹
事
で
変
る
焚
る

一
一
の
踏
を
懸
る
c
津
市
は
吋
ハ
、
ァ
若
畿
や
誌
な
や
」
で
撲
を
跨
い
て
拝

み
「
初
め
て
拝
む
呂
の
党
〕
で
一
湖
親
を
践
い
で
機
的
の
館
紳
に
な
り
「
年

立
地
、
返
る
心
ぞ
ゃ
い
で
誕
向
に
立
ち
、
一
縄
手
で
紋
を
舗
に
持
っ
て
拝
み
壱

「
是
ぞ
誠
広
翻
一
時
的
、
欝
制
空
あ
り
け
る
や
、
昆
え
ぬ
眼
も
見
え
明
に
｝

の
肉
、
棋
会
布
の
脇
に
捧
み
な
が
ら
上
手
へ
来
て
、
上
手
間
広
な
っ
℃
設

を
持
っ
て
持
み
「
有
難
か
り
け
る
新
道
の
年
立
ち
か
へ
る
如
く
に
と
い
の

肉
、
議
中
へ
来
て
後
間
に
な
っ
て
紋
を
持
っ
て
拝
み
、
｛
水
も
猟
き
ぬ
夫

婦
の
躍
も
」
で
、
叉
下
手
・
へ
議
て
下
手
間
に
な
っ
拝
み
、
「
蜘
掛
か
り
け
る

は
、
識
に
百
出
た
う
椴
ひ
け
る
」
で
枝
を
様
に
儲
て
、
そ
れ
に
一
期
手
を
掛

け
て
踊
り
な
が
ら
摺
り
、
円
け
ふ
は
容
し
ゃ
被
安
納
め
℃
」
で
設
を
↑
誌
の

腎
に
摺
い
で
・
工
事
に
…
行
き
か
け
、
「
訴
し
も
翻
の
臼
の
目
を
拝
ん
で
｝
で

女
問
問
と
瀬
見
合
せ
て
喜
び
も
「
お
轍
申
ず
は
締
や
錦
、
よ
ろ
M
J
街
地
ぜ
来
ふ

は
と
れ
い
で
一
一
人
共
箆
っ
て
、
現
役
開
い
て
拝
む
が
、
と
、
予
も
彫
の
ど
か

ら
去
へ
ほ
闘
を
持
ち
た
い
の
だ
が
、
年
来
世
話
に
立
っ
た
大
綱
の
も
の
だ

と
い
ふ
心
で
、
杖
を
持
つ
℃
鰹
る
と
と
に
し
た
の
だ
き
う
だ

P

C」れ↑掘

に
欝
世
醤
』
か
ら
段
切
ま
で
に
、
津
市
は
右
に
杖
を
か
つ
い
で
先
に
立
ち

後
か
ら
お
額
一
は
布
で
楼
安
取
り
な
が
ら
い
そ
い
そ
下
手
へ
入
る
と
、
舞
自

の
下
手
の
摺
慢
で
は
朝
日
の
心
で
泰
一
ア
ル
を
欝
〈
と
い
ふ
蒐
得
で
幕
に
な
ゐ

ハ
歌
舞
伎
語
。
綿
織
明
治
掛
六
年
八
芳
一
一
一
木
竹
一
一
：
：
：
国
に
と
れ
は
初
代
遺

讃
た
鷲
悌
の
人
影
の
聖
と
し
て
鶴
っ
て
い
る
唯
一
の
も
の
で
す
〉

-3る吻
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